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本稿は本財団の鈴木功参事との意見交換に基づいています。また、以下の文章はすべて私の個人的見解であり、
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巻頭言

Editorial

生活者としての外国人
―先輩としての難民定住者の
　経験を参考に―

公益財団法人アジア福祉教育財団�
理事長　

藤原　正寛

1	 国際公共財としての難民受け入れ

諸外国と同様、我が国も国際社会の中で、様々な面で協
力し助け合って生きています。特に戦後の日本は、自由や
民主主義という価値観を掲げ、志を同じくする諸国と世界
の平和を実現するための協力を行うと共に、世界の人々に
支援の手を差し伸べてきました。経済的には貧しい人や国
に援助の手を差し伸べる一方、政治や宗教のために人権を
抑圧された人々や、戦禍のために母国を逃れた人々に多く
の人道支援を行ってきました。

我が国がこのような支援を行うことが可能になったのは、
戦後の経済成長を基に生まれた国力を背景に、価値観を共
有する諸国と共同で様 な々経済支援や外交努力を積み重ね
ることで、国際社会から信頼を勝ち得て安定した望ましい
国際関係を作ってきたからです。他国から得た原材料を加
工し、それを他国の市場で販売することで得た経済力こそ
が、我が国の国力の背景になっています。このような自由
貿易を基にした国際的な助け合いなくして、資源もない小
さな島国として地理的に孤立している我が国の経済や社会
は成り立ちません。日本国民だけに向けた「内向きの視
点」や「内向きの政策」を志向することで国際社会から孤
立することは、日本国民にとって絶対に避けなければなら
ないことなのです。

このような文脈で考えた場合、条約難民や補完的保護対
象者（以下、簡潔に「難民」と呼びます）の受け入れとは、
いわば国際公共財の提供を行う政府事業です。読者の皆様
には聞きなれない言葉かもしれませんが、「国際公共財」
とは、国際的な平和や安定のための活動のことです。地球
環境政策のように、世界や価値観を共有する諸国にとって
極めて重要で、その活動が各国に必要不可欠ですが、他国

がその活動を行ってくれるなら、自国はそれを行わないで
済むという性質を持った活動です。他国が行ってくれるな
ら、自国は他国の活動に「ただ乗り（フリーライド）」する、
という誘因を持っているのです。

トランプ政権がアメリカ・ファーストという自国（民）
第一主義を掲げている一つの理由は、戦後の世界はパック
ス・アメリカーナと呼ばれる、アメリカが経済面でも安全保
障面でも世界（少なくとも西側世界）の覇権を握ってきた
ことに起因しています。その代償として米国は西側諸国の
安全保障を担い、世界の民主主義を守ろうとしてきました。
結果として多くの米兵の命が失われ、多くの若者が戦争の
トラウマを背負って生きているだけでなく、多額の軍事費
の出費を国民が負担していることに伴う一般大衆の大きな
不満があります。それなのに、日本を含めた他の西側諸国
はそれにただ乗りしてきた、という怨念があり、そんな不
公平はやめてお前たちも公平に負担を共有しろ、というの
がトランプの言い分の一つです。それが本当に正しい議論
かどうかは別として、米国の「自国（民）第一主義」は、
日本をはじめとした他国の「自国（民）第一主義」とは決
定的に異なる側面があることを見落とすべきではありませ
ん。国際公共財の提供という意味では、日本もフリーライ
ドは控え、積極的にそれを提供してゆかないと、これから
の厳しい国際情勢の中で生きてゆくことは困難なのです。

2	 日本の難民受け入れと地域社会における共生

では、難民受け入れが国際公共財であるとは、具体的に
どんなことを指しているのでしょうか。移民や外国人労働
者（以下、簡潔に「移民」と呼びます）は、働いてお金を
稼ぐ機会やより良い生活を求めて自発的に国を出た人たち
です。他方、難民は移民とは異なり、条約難民であれば自
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生活者としての外国人
―先輩としての難民定住者の経験を参考に！

※1	 https://www.unhcr.org/global-trends-report-2024。
※2	 出入国在留管理庁	
	 https://www.moj.go.jp/isa/publications/press/07_00054.html。
※3	 �『法相の提言「外国人政策に日本独自モデルを」「分断」も「排斥」も起こさない

最後のチャンス』、【雑誌：文藝春秋】、2025年11月号
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藤原　正寛

分の国籍国から迫害を受けたり、補完的保護対象者であれ
ば母国で起きている武力紛争が命の危険をもたらすため、
やむを得ず出国した人たちです。条約難民の場合には国籍
国からの保護を受けられるはずがありませんし、補完的保
護対象者の場合には母国の政府が機能していない場合がま
まあります。だからこそ、難民条約の加盟国は、国籍国に
代わって受け入れた難民の人権を守ることが義務付けられ
ており、日本も難民条約加盟国として難民を保護する責務
を負っているのです。

国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）※1によれば、2024
年末の世界の難民総数は、国内避難民を除いても4,270万
人に上ります。これに対して2024年に我が国が受け入れた
難民の数は、UNHCRの仲介による第三国定住難民や人道
的配慮で在留を認めた人を含めても2,233人にとどまります。
この中には、補完的保護制度ができたために、保護対象者
として受け入れたウクライナ避難民も含まれています。国
際公共財という視点からは、我が国ももう少し難民受け入
れに積極的であるべきだという意見があることも事実です。

また、2024年に補完的保護を含めて難民申請者の数は
13,646人でした※２。難民申請者に比べて認定される人の割
合が少なすぎるという批判は絶えませんが、そもそも人口
当たりの難民申請者の数が国際的にみて少ないことも事実
です。その理由は少なくとも二つあると思われます。一つ
は、日本が孤立した島国であり、ドイツやアメリカのよう
に隣国と長い国境線を持たないため、国境管理が容易なこ
とです。もちろん密航船など、海岸線の管理が困難な側面
があることも事実です。もう一つは、日本語という言葉の
壁のために、難民から必ずしも行きたい国に選ばれないこ
とです。とはいえ、1970年代から始まったインドシナ難民、
難民条約に基づく条約難民、補完的保護対象者、UNHCR
の仲介による第三国定住難民等を累積すれば、定住先とし
て日本を選んだ難民が21,304人に上ることは強調しておく
べきでしょう。

３	 地域社会における外国人との共生

ところで日本政府が受け入れた難民であっても、来日し
た移民や外国人労働者であっても、同じ日本社会で生活し
ていく上では、日本人住民との間でお互いを認め合い、地
域を構成する一員として、様々な観点から共生しあう存在
になる必要があります。

鈴木馨祐前法務大臣の私的研究会の報告書※3では、出入
国及び在留管理の観点を前提としつつ、経済成長、産業

政策、労働政策、税・社会保障等、地域の生活者、治安と
いう7つの観点について、短期的又は中長期的に多角的な
検討を行う必要があると述べられています。また、従来の
外国人受け入れ政策は外国人を単に「労働者」と見るあ
まり、「生活者」と捉える視点が欠けていました。「雇用の
場」が恩恵を受けながら、「生活の場」としての地域で
様々な摩擦が生じており、地域住民や自治体に過度な負
担がかかっている事態は放置できないとして、外国人との
共存には、「生活者」として地域で真に共生する「社会統
合」が不可欠だとしています。

また高市内閣は、「外国人の受入れ・秩序ある共生社会
実現に関する関係閣僚会議」を発足させ、この問題に対処
する方針を示そうとしています。

政府の方針がどのようになるかはともかく、外国人を地
域の生活者としてどのように受け入れていくか、日本人も
外国人も安心して暮らせる環境をどう整備したら良いのか、
日本人と外国人の相互理解・交流はどう促進すべきかなど、
外国人との共生に関して、国民一人ひとりが真摯に考え、
取り組むときにきています。そのための参考になるのが、
すでに日本に定住された難民の方々ではないでしょうか。
ベトナムからボート・ピープルが上陸した1975年から始
まって、すでに2万人を超える難民の方が日本に定住し、
二世や三世までが日本社会と共生しているからです。

本号でご紹介しているように、日本が受け入れてきた難
民の方々の多くは、地域社会に溶け込んで、日本人社会に
とってなくてはならない活動を行っています。中には大学
や大学院に進学したり、将来の日本を背負うという気概を
持って活躍されている方も多数おられます。高齢化や少子
化に伴って増えてゆく「労働者としての外国人」が、日本
に定住する際に現れる「生活者としての外国人」の課題を
考える際には、いわば先輩として、これまでに定住した難
民たちが、どのように「生活者としての外国人」という課
題を乗り越えてきたかを知ることが大事ではないかと思い
ます。そのためにも是非、本号の記事をお読みいただけれ
ば幸いです。
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2025年4月、難民支援事業が外務省から出入国在留
管理庁に移管されたことに伴い、私は出入国在留管理
庁出身者として初めて難民事業本部長に就任しました。

本稿では、難民支援事業の主務官庁の変更により難
民事業本部（RHQ）に今後どのような期待が寄せら
れているのか、そして、「共生社会」の実現に向けて
難民事業本部はどのような貢献ができるのかについて
述べたいと思います。

1	 難民支援事業の出入国在留管理庁への移管

出入国在留管理庁は、本邦に入国し、又は本邦から
出国する全ての人の出入国及びすべての外国人の在留
の公正な管理を図ること、難民の認定手続を整備し、
真に庇護を求める者を迅速かつ確実に保護していくこ
と、さらに外国人材の適正・円滑な受入れ促進、外国
人との共生社会の実現に向けた環境整備を推進する任
務を担っています。

難民の認定及び保護に関しては、我が国は、1981年
に「難民の地位に関する条約」、1982年に「難民の地
位に関する議定書」に加入し、難民認定制度を設け、
同条約及び議定書上の難民に該当する方々を難民とし
て認定し適切な保護を行ってきました。難民条約上の
難民とは、「人種、宗教、国籍若しくは特定の社会的

集団の構成員であること又は政治的意見を理由に迫害
を受けるおそれがあるという十分に理由のある恐怖を
有するために、国籍国の外にいる者であって、その国
籍国の保護を受けることができないもの又はそのよう
な恐怖を有するためにその国籍国の保護を受けること
を望まないもの」を指します。一方で、2022年のロシ
アによるウクライナへの軍事侵攻により多数の避難民
が発生するなど、世界情勢は目まぐるしく変化し、我
が国においても難民・避難民の方々に対する対応の変
化が求められてきました。大きな対応の変化として、
2023年6月、改正出入国管理及び難民認定法が成立し、
上記の難民条約上の難民に該当しないものの、紛争か
らの避難民等、真に庇護を求める者を迅速かつ確実に
保護していくために、同年12月から補完的保護対象者
認定制度が施行されました。補完的保護対象者とは、

「難民条約上の難民以外の者であって、難民の要件の
うち迫害を受けるおそれがある理由が人種、宗教、国
籍、特定の社会的集団の構成員であること又は政治的
意見であること以外の要件を満たすもの」です。2024
年12月末時点までに、1,663人が補完的保護対象者とし
て認定されています※1。その多くがウクライナ出身者
ですが、シリアやミャンマー、スーダン出身者等も認
定されています。

※1	 出入国在留管理庁『令和6年における難民認定者数等について』
	 https://www.moj.go.jp/isa/publications/press/07_00054.html　
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また、外国人材の受入れや共生社会の実現に向けた
環境整備という点では、国内の難民支援においては、
難民認定制度や補完的保護対象者認定制度、一次庇
護国から行き場のない難民に定住の機会を与える第三
国定住制度等の各制度を通じて、出入国在留管理庁を
主務官庁として、難民等の総合的な定住支援施策が適
切に実施されています。

2	 私と難民事業本部との接点

私は1994年から2年間、法務省入国管理局総務課難
民認定室で庇護係長を務めました。担当業務は、ボー
ト・ピープルに対するスクリーニングとしての一時庇
護上陸のための審査（入管法18条の2）を行うこと、
ボート・ピープルの一時滞在施設である「大村難民一
時レセプションセンター」の業務運営を（財）アジア福
祉教育財団難民事業本部（当時）に委託することでし
たので、難民事業本部援護課とはセンター入所中の
ボート・ピープルに関する情報交換を日々行っており
ました。大和定住促進センター閉所式にも出席しまし
た。

2015年、法務省入国管理局総務課難民認定室長を
務めましたが、この時にはRHQ支援センターで実施さ
れている定住支援プログラムの開講式、修了式に参加
しました。

このように、私は出入国在留管理庁職員の中でも難
民事業本部とのご縁は相当深いと感じており、今回難
民事業本部長となったことは大変ありがたいことだと
感じております。

3	 �難民保護の観点から見た、出入国在留管理庁と難民事業本部との接点

難民事業本部では、1995年から、外務省からの委託
のもと、難民認定申請者に対する援助事業を開始し、
2022年からはウクライナ避難民の受入支援事業、2023
年12月からは補完的保護対象者認定申請者に対する援
助事業を開始しました。これらは2025年度から、出入
国在留管理庁の委託のもと実施されています。援助事
業に関して具体的には、難民・補完的保護対象者認定
申請者のうち、難民事業本部の面接調査に基づいて、
生活困窮者と認められる人に対して、出入国在留管理
庁の許可のもと、保護費（生活費・住居費・医療費）
の支給を行っています。また、宿泊場所がないと認め

られる人へ一定の条件のもと、緊急宿泊施設の提供を
行っています。

この度の出入国在留管理庁への事業移管及び同庁出
身の難民事業本部長就任により、難民事業本部には、
出入国在留管理庁とのより一層の連携が期待されてい
ると感じています。特に難民保護の観点から、保護措
置の面接調査において、各申請者の困窮状況を丁寧に
聴取し、真に保護・支援が必要な申請者に対してはよ
り速やかに保護・支援を行っていきたいと思います。
また、出入国在留管理庁との連携を強化し、保護措置
の迅速な実施に向けて検討を進めたいと考えています。

4	 �定住支援の観点から見た、出入国在留管理庁と難民事業本部との接点

難民事業本部は、1975年頃からインドシナ各国で相
次いで起こった政変により流出したベトナム、ラオス、
カンボジアからのインドシナ難民の受入れを日本政府
が決定した際、それら難民の日本での定住を支援する
組織として1979年にアジア福祉教育財団の中に設置さ
れました。それ以来、政府の委託を受けて、1979年か
らインドシナ難民、2003年から条約難民、2010年から
第三国定住難民の定住支援事業、2024年から補完的保
護対象者への定住支援事業を行ってきました。これら
定住支援事業も2025年度から出入国在留管理庁に引き
継がれ、その委託のもとで難民事業本部が現場レベル
で業務を担っています。

定住支援事業では、定住支援施設において、難民等
及びその家族が日本社会で自立した生活を営むことが
できるように、①日常生活に必要な日本語力を身に付
ける日本語教育、②日本の社会制度や生活習慣等を学
ぶ生活ガイダンス、③就職先等のあっせんを主とする
定住支援プログラムを実施しています。また、定住支
援プログラムを修了した後も、生活相談や日本語教育
相談等のアフターケアに対応しています。インドシナ
難民の方々を対象とする上記①～③の定住支援プログ
ラムについては、日本政府が2005年度末をもってイン
ドシナ難民の受入れ終了を決定したことに伴い、2006
年に定住支援施設であった国際救援センターの閉所を
もって、プログラムの提供も終了しました。2025年現
在は、出入国在留管理庁を主務官庁とし、文部科学省
及び厚生労働省からの委託業務と連関させながら、国
際救援センターの後継施設であるRHQ支援センター
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これからの難民保護と定住支援
―難民事業本部長就任のご挨拶に代えて

（2006年東京都内開所・通所式施設）において、条約
難民とその家族、補完的保護対象者とその家族、第三
国定住難民を対象として上記の定住支援プログラムを
実施しています（③については、補完的保護対象者と
その家族は対象から除く。）。

5	 �難民等に対する初動支援としての	定住支援プログラム

難民事業本部における定住支援プログラムについて、
第三国定住難民を例に少し詳しく見てみましょう。定
住支援プログラムでは、572授業時間の日本語授業と
120授業時間の生活ガイダンス（1授業時間45分）を
組み合わせたカリキュラムを基本とし、来日後、約半
年間にわたって、上記①～③の内容を提供しています。
日本語教育では、日本語で日本語を教える、媒介語を
使わない直接法の授業を行います。第三国定住難民の

方の中には、来日までに教育を受ける機会がなかった
非識字者の方もいらっしゃいますが、日本語の授業は
そのような方にも対応していて、能力別にクラスを分
けるなどの工夫をしながら、日本語教師の皆さんの力
をお借りしてきめ細やかに対応しています。生活ガイ
ダンスの授業では、必要な情報が確実に伝わるように
ミャンマー語や英語等の通訳者を付けています。半年
後に、各自の定住先において地域住民の一員として生
活が開始できるように、日本語教育や生活ガイダンス
では日々の生活に直結する実践的な内容の授業を実施
しています。

これらと並行して、成人のクラスでは、難民事業本
部の職業相談員が中心となり、職業相談・就職あっせ
んを行っています。就労先の決定により経済的な生活
基盤が確保されることは、難民本人及びその家族の精
神的な安心にも繋がるため、プログラムの中でも重要

第三国定住難民の入国から定住までの支援の流れ

子どもを対象とした日本語授業の様子 生活ガイダンスの授業風景
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なプロセスです。これまでの学歴や職歴を整理し、ど
のような仕事に関心を持っているのか、どのような仕
事が現実的にできそうか等、難民本人たちと十分に話
し合います。就労先については、就労する難民本人の
希望に加えて、収入に見合った住居が確保できるか、
近隣に地域日本語教室等の支援環境があるか、子ども
がいる世帯の場合は受け入れられる学校・保育所の体
制があるか等、定住候補地の生活環境も総合的に考慮
した上で、家族とともに自立した定住に繋げられるよ
うな就労先をあっせんしています。

第三国定住難民の場合、家族で来日されるケースも
多々あり、RHQ支援センターでは成人を対象としたク
ラスのほか、子どもを対象としたクラスや保育室も設
けています。学齢期の子どもについては、日本の学校
とはどのようなところなのかを知り、定住先の学校に
編入した際に少しでも円滑に馴染めるように、半年間
のプログラム期間中にRHQ支援センター近隣の小学校
で数週間の学校体験を実施しています（中学校は別途
対応）。難民事業本部は子どもたちの来日当初の生活
立ち上げにも関わる立場であるため、子どもたちの心
身の健康や学習状況を把握した上で、適切に定住地の
学校や支援団体に繋いでいくことが重要だと考えてい
ます。

6	 定住支援プログラム終了後のアフターケア

難民事業本部では、定住支援プログラム終了後のア
フターケアとして、難民相談員が電話や窓口にて、こ
れら難民定住者及び補完的保護対象者からの子育てや
医療、行政手続など、生活に関わる幅広い相談を受け

付けています。また、難民が集住する地域の市役所等
に難民相談コーナー（予約制）を置き、相談しやすい
環境を整備しています。

第三国定住難民に対しては、難民事業本部から各定
住先地域の地域定住支援団体（又は支援員）に一定
期間業務を委嘱し、通学・通勤の指導、病院受診の補
助、健康維持管理、子どもの教育など、日常生活の
様々な場面で支援や助言を行っていただいています。
日本語教育においては、定住後の日本語学習環境を整
備するとともに、難民を受け入れて下さっている地域
日本語教室等へ日本語教材の配布や日本語教育に関す
る情報提供などを行っています。就労に関しても、就
職後も職業相談員等による相談や支援を継続し、必要
に応じて企業訪問を行う等、アフターケアを実施して
います。

難民定住者（難民をルーツに持つ定住者）は、本国
や在日大使館から保護を受けられず、出生証明書等の
書類が入手できないなど、難民特有の問題を抱えてい
ます。とりわけインドシナ難民の方々については、条
約難民や補完的保護対象者と異なり、閣議了解に基づ
き法務大臣から一括して定住許可を受けており、ほと
んどが個別に難民認定を受けていないという事情があ
るため、官公庁から難民としての身分を証明する文書
の発給を受けていません。そのため、難民事業本部で
は、インドシナ難民やそのご家族からの連絡を受け、
婚姻や帰化の手続の際に必要な入国日や定住支援施設
の入所経歴などが記載された「定住経歴証明書」等の
証明書を発行し、各種証明書に代わるものとして活用
いただいています（第三国定住難民については、政府
機関が証明書を交付。）。この証明書は難民本人のみな
らず、子ども世代の身分事項に関わる資料としても活
用されているため、今後は難民事業本部で保管してい
るインドシナ難民の方々の経歴情報を整理し、電子化
していくことを予定しています。

7	 「共生社会」の実現に向けて

2024年末、我が国では、在留外国人が370万人を超
えました※2。在留外国人の方々の在留資格は、「永住
者」をはじめ「技能実習」、「技術・人文知識・国際業

小学校体験から下校する子どもたち
※2	 出入国在留管理庁「令和6年末現在における在留外国人数について」
	 https://www.moj.go.jp/isa/publications/press/13_00052.html　
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これからの難民保護と定住支援
―難民事業本部長就任のご挨拶に代えて

務」、「定住者」など多岐にわたります。難民事業本部
が支援・援助の対象としている難民や補完的保護対象
者、認定申請者もこの在留外国人に含まれます。これ
ら在留外国人の方々との間に分断を生むことなく、と
もに「共生社会」を実現していくために、現在、国や
自治体、地域の中でも様々な取組が行われています。

難民事業本部が行う支援は初動的・基礎的な支援で
すが、難民等が地域で自立し、安定した生活を行うた
めの第一歩であり、これらの支援は「共生社会」の形
成に繋がるものであると考えています。

また、特に地域に定住した後のアフターケアは、難
民事業本部だけで成せることではなく、委託元省庁、
地方公共団体、自治会、事業所、学校、医療機関など
幅広い関係者の協力なくしては実施できません。難民
事業本部における初動支援から（公財）アジア福祉教
育財団事務局が独自に実施する難民コミュニティ支援
へと連携した協力が行われていることもその一つです。
この難民コミュニティに対する支援にかかわる事業で
は、第三国定住難民の児童生徒を対象に補習教室を開
設する支援団体のほか、難民コミュニティ団体が実施
する日本語力向上を目的とした日本語教室や難民ルー
ツの子どもたちが母語や伝統舞踊を学び自身のルーツ
やアイデンティティに触れる機会を提供する活動に対
して、活動資金の助成のほか伴走支援を実施していま
す。これらの支援は、難民等のみならず、外国人住民
と日本の地域社会がどう向き合っていけばいいかを考
えるための指針や気づきを生み出す契機になりうると
考えます。
「共生社会」の実現を考えるとき、外国人に日本語

や日本社会の制度への理解を求めるだけでなく、外国
人を受け入れる日本社会も外国人住民を理解し、共生
に向けて変わっていく必要があるのではないかと考え
ます。そして難民と地域とが顔の見える関係を築いて
いく中で、その変化は確かに進んでいることを実感し
ています。

昨年7月、私はRHQ支援センターの定住支援プログ
ラム受講者の第三国定住難民の方々と町内会の方々と
の七夕交流会に参加しました。そこでは日本語が共通
の言葉でしたが、自分自身や出身国の文化・慣習、民
族衣装を紹介したり地域の方が大切にしている七夕行
事を体験したりする中で、どうすればもっと伝えたい
ことを伝えられるかと試行錯誤する受講者の様子が見

られました。また、それは参加される地域の方々も同
じで、受講者の反応を見て質問の仕方を少し調整して
みる、互いの文化の違いや共通項に気づき楽しむ等、
相手を知ろうとする実践が自然となされていたように
思います。七夕の短冊を書く、浴衣を着て一緒に炭坑
節を踊ることを通じて、これは交流会という用意され
た時間と空間の中で起きた実践ではありましたが、こ
のように互いが互いを知り、伝え合おうとする小さな
実践の積み重ね、その広がりが「共生社会」の実現へ
と繋がっていくのではないでしょうか。

難民事業本部では、2023年に「難民に向き合い未来
を築く」というスローガンを掲げましたが、これは

「難民の一人ひとりと向き合い未来を育むお手伝いを
する」と同時に、「日本の未来にも資するように努め
る」という私たち難民事業本部の理念を示しています。
難民に「向き合い」とは対峙することではなく、理解
しようとすることです。そして、「未来を築く」ために
は、同じ目線で未来を見直していくことが必要です。
難民事業本部は、これからも様々な関係者と協力しな
がら、このスローガンのもとに活動を進めていきます。

第三国定住難民と地域との七夕交流会

Profile

公益財団法人アジア福祉教育財団難民事業本部長
1989年に法務省入国管理局入職。難民認定室長、
出入国在留管理庁 参事官、東京出入国在留管理局羽
田空港支局長、仙台出入国在留管理局長を経て現職。

藤田　小織（ふじた　さおり）
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アジア福祉教育財団とベトナムとの関わり

当財団は1969年12月に創設されました。当時はベト
ナム戦争が苛烈を極めており、南ベトナムには戦争で
両親を失った戦争孤児があふれていました。他方、わ
が国は敗戦の廃墟から立ち上がり、奇跡的といわれる
経済発展を果たしていました。

当財団の創設者たちは、「繁栄を成し遂げたら、ア
ジア地域や世界のためにも気を配ってゆかなくては国
際社会から信用されなくなってしまう。協力というの
は経済的利益を分かちあうばかりではなく、他に困っ
ている国があれば苦難を分かちあう姿勢が大事だ」と
の考え方のもと、日本政府や南ベトナム政府の協力を
得て、サイゴン市（現ホー・チ・ミン市）郊外ビエン
ホアに戦争孤児のための職業訓練学校を立ち上げ、運
営にあたりました。

ボート・ピープルの定住受入れ

皆さんは、ボート・ピープルの歴史をご存知でしょ
うか。

1975年ベトナム戦争終結後、インドシナ三国（ベト
ナム・ラオス・カンボジア）では相次いで政変が発生
し、新しい体制に移行しました。しかし、新しい体制
の下で、迫害を受けるおそれや、国の将来に不安を抱
く人々が続出し、海に小舟を出してベトナムを脱出し
た人々がいました。このような人々は「ボート・ピー
プル」と呼ばれました。

海を渡ることはとても危険で、嵐や海賊、食べ物や
水の不足など、船の上で命を落とす人もいました。そ

れでも自由と安全を求めて、多くのベトナム人が海を
越えて新しい生活を目指したのです。

日本には、1975年5月、最初のボート・ピープルが
上陸し、一時滞在を認められました。その後も、到着
が相次いだため、1978年、日本政府は閣議了解で、
一時滞在中のベトナム難民（いわゆるボート・ピープ
ル）の日本への定住を認め、約3,500人が日本に定住
しました。

ボート・ピープル到着から50年。現在、ボート・
ピープルで来日したベトナム人は、日本で学び、働き、
地域の一員として暮らしています。また、日本社会で
暮らす多くのベトナム人は、今度は、新しく日本に来
るベトナム人の仲間を支えています。
「助けてもらったから、今度は日本社会に恩返しを

したい」――そんな思いが、世代を超えて受け継がれ
ています。

今回は、その歩みと変化について、日本在住ベトナ
ム人協会と静岡県ベトナム人協会の2つの団体の当事
者の方々にお話を伺いました。

� © UNHCR Kaspar Gaugler

「あなたの隣に、かれらの未来」    
～多様性社会を生きる～ 

特集
In te r v iew

50年の歩み
をつなぐ ―ボート・ピープルと

　次世代リーダーのメッセージ―

左：日本在住ベトナム人協会
右：静岡県ベトナム人協会

ボート・ピープル50年記念インタビュー
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静岡県ベトナム人協会	

主に静岡県西部に暮らす在日ベトナム人のためのコミュニティと
して、県西部のインドシナ難民定住相談員である古橋楓氏と、ベ
トナム難民として入国し県西部の在日ベトナム人の山田明氏（ト
ラン バン ミン）によって、1986年に設立された。設立当時か
ら、定期的な会合やベトナムの旧正月等の行事を催して在日ベ
トナム人同士の交流を深めるとともに、生活や居住、就職等の
相談を受けてきた。また設立当初からサッカーを通じで地域住
民との交流も図ってきた。現在の活動は、主に在日ベトナム人
に対する①教育・学習活動、②相談・支援、③同国人および日
本人との交流事業である。

NPO法人日本在住ベトナム人協会（VAJ）	

1983年に設立された在日ベトナム人コミュニティの中核組織。
1975年から来日したベトナム難民の定住支援を原点に、40年以
上にわたり活動を継続してきた。現在は57万人を超える在日ベ
トナム人を支えている。主な事業は、①ベトナム文化の啓発・保
全・発展、②コミュニティネットワーク構築、③日本語教育支援、
④労働者権利保護相談。コロナ禍では1,000名以上の困窮者を
支援し、2021年からは本格的な日本語教育事業を開始、JLPT
合格者50名以上を輩出した。国祖記念日や新年祝賀会などの文
化イベントも毎年開催し、世代を超えた相互扶助の精神で在日
ベトナム人の生活向上と社会参画を目指している。

時代に合わせたコミュニティづくりを考える

Profile

15歳のときに単身でベトナムを離れ、ボート・ピープルと
して日本に到着。来日後は板金工場で働きながら夜間中
学に通い、高等専門学校へ進学し、大手出版会社に就
職。現在は日本在住ベトナム人協会（VAJ）の幹部メンバ
ーとして、技能実習生や留学生など若い世代への助言や
支援活動に尽力。また居住地域では自治会の役員も務
め、日本社会の一員として信頼を築いている。

日本在住ベトナム人協会（VAJ）

海野　偉文  

―日本に来た当時にお世話になった方たちとは、今で
も交流がありますか？

はい。私は15歳の時に単身で大人たちと一緒にボー
トに乗り込み、フィリピンを経由して日本に到着しま
した。自分1人ですから、まずは働かないといけませ
ん。最初に勤めたのは板金屋さんでした。少しキツイ
仕事でしたが、その会社で私の面倒を見てくれた方が
仕事以外の時も日本語を教えてくれたり、役所の手続
きがわからないと一緒に役所に連れて行ってくれたり
するような方でした。その方はもう亡くなられました
が、今でも命日にはお線香をあげに行きますし、お子
さんやお孫さんと交流があります。
―	ボート・ピープルは1世と呼ばれていますが。

私たちのコミュニティの中では、私のような人は1.5
世と言ったりしています。日本に来たタイミングは1
世と同じです。ただ、1世は仕事だけで精一杯でした
が、私は教育を受ける機会に恵まれました。そういう
意味では2世にも近いため、自分では1.5世だと考え
ています。

私には、早く一人前になってベトナムに残った親と

姉を呼び寄せるという目標がありました。いったん働
いた後、学生になって勉強し、知識をつけてから希望
する会社に就職することができました。
―	働きながら夜間中学に通い、高等専門学校にも行っ
たと伺っています。ご苦労も多かったと思います。

その頃はもちろん大変でした。でも、早く働いて家
族を呼び寄せたい。家族とまた会いたいのなら働いて
お金を貯めて、法律違反せず、目標に向けて行動する
しかありません。目標がはっきりしているから苦労し
てもつらいとは思いませんでした。
―	そうやって頑張って道を切り開いて、ご家族を呼び
寄せたのですね。

は い。 両 親 と 姉 をODP（Orderly Departure 
Program ＝ UNHCR※とベトナム政府の覚書に基づき、
ベトナム国内に滞在する者の海外にいる家族との再会
等を目的とした合法出国計画）で呼び寄せました。そ
の時、姉は20歳になっていたので未成年者という条件
には合いませんでしたが、ODPで外国に行く場合は
家も財産もベトナム政府に没収されてしまうので、姉
一人では生活できなくなります。そのため、特別に親
と一緒に日本に来ることが許可されました。
―	ご自身の経験から、後輩のベトナム人の皆さんには、
どのようにアドバイスされていますか？

私は、人生に「運任せ」というのはないと思ってい
ます。もちろん運もありますが、やはり自分が頑張っ
て努力しないといけません。今のコミュニティ活動は、
元留学生の若い人たちがたくさん協力してくれていま
す。その子たちの話を聞くと、彼らには選択の余地が
たくさんあることが問題にもなっています。だから私

※UNHCR：�国連難民高等弁務官事務所（The office of the United Nations High Commissioner for Refugees）の略称で、1950
年に設立された国連の難民支援機関。紛争や迫害により故郷を追われた難民・国内避難民等を国際的に保護・支援し、難民
問題解決に対して働きかけている。
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は自分の体験談を若いメンバーに話すときには、「あ
なたたちには選択肢がいろいろあるから迷ってしまう。
だから、自分が本当にやりたいことは何なのかをみつ
けることがとても大切だよ」と話しています。

日本で生活して働けることはもちろん幸せなことで
すが、周りからは「外国人」だと見られますし、いじ
めを受けたり、物事がうまくいかないこともあります。
そういう悩みを持つ若いメンバーに対しては、「それ
は当たり前。受け入れて乗り越えろ」とはっきり言い
ます。「最初は、お互いに理解や信頼ができないとき
もあるけれど、それを正面から受け止めて努力すれば、
お互いが変わっていきますよ」と話しています。

例えば技能実習生によく見られる、会社で朝の挨拶
をしても日本人は返してくれないから、翌日からもう
挨拶しないというパターン。「挨拶とは思わなくてい
いから、空に向けてでもいいから、『おはようござい
ます』を言い続けなさい。そうすれば必ず相手も変わ
りますから」とアドバイスをするんです。
―	新しく日本に来たベトナム人たちに、どのような気
持ちで生活したらいいのかを教えるのも、海野さんの
年代の大事な役目なんですね。

以前、技能実習生として来日予定の人にオンライン
で「こうやってみたら」とアドバイスしたら、しばら
く経ってからベトナムから電話がかかってきて、「あ
りがとうございます。話を聞いて、自分の考えがすご
く変わりました」と言ってくれたことがありました。
自分が実際に経験しているから、話に説得力があるの
かもしれません。

私自身も高等専門学校で学んでから代理店に入りま
したが、最初の2 ～ 3年は大変でした。周りの人たち
はみんなエリートばかりでしたし（笑）。でも私には、

「家族のために」という目標がありました。その頃は
まだコミュニティ活動を意識していなかったので「み
んなのために」という段階ではありませんでしたが、
家族のために乗り越えられました。
―	日本での生活が40年になります。どんなときに住ん
でいる地域の一員として「受け入れられたな」と感じ
ますか？

最近ありました。今住んでいるところで自治会の役
員の順番が回ってきたんです。1年間の任期が終わっ
た後に、役員仲間や地域の人から「町の議員になった
ら？」と言われました。地域のお年寄りは、「海野さ
んなら票を入れますよ」と言ってくれました。それに、
私と話すのが「楽しい」と言ってくれたんです。私は
海外勤務も多いので、自分の体験を皆さんが集まった
ところで話すと喜んで聞いてくれます。役員会で議事
がなかなか決まらないときは「こういう方法もありま
すよね」と提案したりもするのですが、はっきりもの
を言うのが「珍しい」と思われていました。
―	上手な日本語でいろいろな体験を話してくれて、自
分たちにはない発想を提案してくれる海野さんのこと
を、皆さん好きになったんですね。

私も思ってもみないことだったので、びっくりしま
した。外国人はもちろん、若い世代も少ない地区でし
たので。でも、顔を合わせて話をすることで、お互い
を理解することができるということを実感しました。

コロナ後は、都会を離れてきた若い人や若い家庭も
増えてきたので、自治会で季節ごとに行う地区掃除の
際に、掃除だけではなく、毎回テーマを決めて私が話
をするなど交流の場を設けました。最近は皆さん、外
国や外国人にかなり興味をお持ちのようです。私たち
の地区は、外国人への警戒心から、興味、親善へと

滋賀県でのサマーキャンプ
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変わっていったんだと思います。
―これからどのように日本在住ベトナム人協会
（VAJ）の活動を進めていきたいですか？

私が心掛けているのは、まずは一緒に楽しいことを
やることです。キャンプなどをして多くの人に参加し
てもらう。毎月1回オンラインでつないで、「なんでも
言える場」をつくる。コミュニケーションをとる場所
を提供することが大切です。お互いを知れば、その人
の強みや弱みがわかります。得意な方に得意な係をお

願いする。そうやって若い人材を育成しながら、私た
ちのような1世や1.5世などの年配幹部の姿勢を変えて
いく。そうすれば、時代に合わせてコミュニティも変
わっていけると考えています。

VAJの活動目的は明確です。日本にいるベトナム人
が困っていたら助ける。それができれば、日本でベト
ナム人が犯罪を犯したり巻き込まれたりすることを減
らしていくことができると考えています。

世代間をつなぎ、日本社会とつなぐ

日本在住ベトナム人協会（VAJ）

LE PHOUOC DAI 
（レー　フック　ダイ）�

Profile

2007年、20歳で文部科学省奨学金を得て来日。東京大
学工学部に入学後、企業勤務のかたわら2016年から日本
在住ベトナム人協会（VAJ）に参加。NPO法人化や若手
育成、世代間橋渡しなどを推進し、コミュニティ活動を
通じて日本社会とのつながりづくりに取り組んでいる。

―	ダイさんが日本を留学先として選んだ理由を教えて
ください。

若い頃、日本は先進国で技術も発達していると感じ
ていて、日本を代表するグローバル企業に憧れていま
した。そして、20歳の時に文部科学省の奨学金を得る
ことができ、日本に来ました。日本は同じアジア圏で
あり、地理的にも民族的にも文化的にもベトナムと近
いですし、当時世界のトップ10に入っていた東京大
学に行きたいという思いがありました。ベトナムで大
学2年生の時に中退して来日し、1年間、日本語学校で
学んでから受験して、21歳で東京大学に入学すること
ができました。
―	初めて日本に来た時の印象はどうでしたか？

日本に来たのは4月2日だったと記憶しています。4
月なのに雪が降っていて寒かったです。成田空港のド
アが開いた瞬間、ぶわーっと冷たい風が吹きつけてき
て驚きました。

生活を始めてからは、日本の町や道路を見て、日本
人の清潔さがすごいなと感じました。技術力だけでは
なく、熟成した社会なのだなと感じました。
―	日本の生活に慣れるまでに、どんなサポートを受け
ましたか？

同じ奨学金を受けて来日したベトナム人の先輩にた
くさんサポートしてもらいました。先輩が後輩の面倒
をみるという習慣があったのです。私も先輩になった
時は後輩をサポートしました。

学校のプログラムも充実していて、日本文化の体験
などもできました。私が通ったのは、ある大学の日本
語学校なので、日本人学生は大学で外国語を勉強しに
来ている学生です。留学生との交流が活発で、サ
ポートしてくれる日本人学生も多くいました。
―	日本での生活で困ったことはありましたか？

来日当初に困ったのは「日本語」そのものでした。
ゼロから勉強するのはとても難しかったです。一生懸
命勉強しました。日本語学校は16時くらいに終わるの
ですが、19時まで勉強に付き合ってくれる先生がいま
した。私も当時は生意気で、平気で先生の部屋に教
えてもらいに行ってました。振り返って思えば、全然
空気が読めていなかったなあと思います（笑）。おか
げで日本語の力もついて、東京大学工学部に入れまし
た。感謝しています。

もう一つは些細なことですが、当時ベトナム食が食
べられるレストラン等がとても少なかったことです。
東京には4 ～ 5軒しかなく、日本語学校の寮がある地
域には1軒もありませんでした。ベトナムの食材も手
に入りません。上野のアメ横のアジア食材店で月1回
程度買うのがやっとでした。当時はそれが寂しかった
です。
―	現在の仕事やコミュニティ活動について教えてくだ
さい。

2014年に勤めていた会社の社長が難民出身のアメ
リカ国籍のベトナム人で、その社長に日本在住ベトナ
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ム人協会（VAJ）のことを教えてもらいました。実際
にVAＪの人たちと接してみて、良い人たちだなと
思って参加しました。2016年から参加して、ちょうど
10年になります。

40年に及ぶVAJの活動をより発展させるためには、
VAJをNPO法人化して、日本の団体のように活動す
べきと考えて、メンバーに呼びかけて準備をしました。
2年かかりましたが、2020年に設立登記ができました。

ほかには、サマーキャンプや中秋節、建国記念日、
正月など、VAJの既存のイベント活動の運営や、若い
人を育てるリーダシップ研修などもしています。
―	コミュニティの活動や仲間たちの間で、ご自身はど
んな役割を担っていると感じますか？

コミュニティには1世から留学生・技能実習生までい
ますが、2世はあまりコミュニティ活動に参加してい
ません。そのため、ボート・ピープルで日本に来た1
世の先輩と、技能実習生などで働きに来た若い世代
とのギャップが大きいのです。私は年齢的にもちょう
ど中間でどちらの気持ちも理解することができるので、
その間をアレンジすることができると思っています。

VAJには大先輩たちが培ってきた40年の歴史があ
り、それにはプラスの面とマイナスの面があります。
今は時代も変わって、活動が若い技能実習生などとな
かなかマッチしない。そこに新しい風を吹かせる新し
い企画を考えています。留学生・技能実習生はイン
ターネットで情報を得ることができるし、先輩たちの
情報を共有することができます。私の仕事はAI関係
なので、AIを使った24時間の相談窓口の設置なども
検討しています。VAJは、難民だけでなく留学生・技
能実習生をまとめることで成果をあげられているので
はないかと思います。1世の方は愛国心があって、信

頼のネットワークができていて、留学生・技能実習生
を受け入れるという意味で心もやさしいです。自由と
民主という共感ができています。それが1世の強みだ
と感じています。その我々のコアとなるバリュー（価
値観）は、世代が交代しても大切にして引き継いでい
く必要があると思っています。

最近、全国にいるベトナム人の1世の方たちを対象
にしたニーズ調査を企画しました。高齢化が進み、1
世の方たちと一緒に活動するには今の社会の動きは早
いので、ペースを考えながら活動を進めなければなら
ないと思っています。
―	日本で生活していて、地域社会に受け入れられてい
ると感じるのはどんなときですか？

15年前から高齢者ばかりの神輿のグループに入って
います。会社の経営者などが多いグループで、春と秋
に全国のお祭りに出向いて神輿を担いでいます。神輿
の後は「飲みュニケーション」（＝飲み会を通じたコ
ミュニケーション）をしています（笑）。

また、私には10歳、8歳、4歳の子どもがいるのです
が、彼らが日本の教育を受けられているのがすごく嬉
しいなと思っています。ベトナムでは医療・教育など
の社会制度はまだ充実していませんし、日本社会のイ
ンフラは素晴らしいと思います。日本の教育が「しっ
かりした人間を育てる」ことを目標としているのがわ
かります。医療も子どもは無料ですし、医療機関の対
応は親切です。日本の制度は世界1位なのではないか
と思っています。
―	ダイさんの今後の夢や目標を教えてください。

ベトナム人コミュニティの活動で、日本にいるベト
ナム人の犯罪をゼロにしたいです。そこに向けてのコ
ミュニティづくりが必要ですし、日本の地域社会との

名古屋市での中秋節イベント
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連携も必要です。VAJという組織を強くして、中心と
なって模範になることが不可欠です。私たちが大切に
しているバリューを拡げていき、犯罪をゼロにする努
力をしなければならないと思っています。

私個人としては、日本の中のベトナム人コミュニ

ティをどうするかをこれからも考え続けていきたいで
す。私の子どもたちにも、私と同じようにベトナム人
のために何かしてほしいと勝手に思っていて、子ども
たちにもベトナム語を教えています。

コミュニケーションが取れる「場」を作りたい

静岡県ベトナム人協会

トラン・バン・ミン
（山田　明 ）�
Profile

1981年にボート・ピープルとして来日。難民キャンプを経
て、国際救援センターに入所。退所後は浜松市に移り、
自動車部品のプレス工として生計をたてる。1986年に静
岡県周辺に暮らすベトナム人のためのコミュニティ「静岡
県ベトナム人協会」を設立し代表を務める。多くのベトナ
ム人から慕われ、信頼が厚い。

―	ボート・ピープルとして日本に来た時の状況や気持
ちを教えてください。

自由の国に到着して、とても安心しましたし、嬉し
かったです。同じアジアの国、同じアジア人なので、
安心して定住できると思い、日本に住むことを決めま
した。2年間くらいは滋賀県にある天理教の難民施設
に受け入れられ、その後、国際救援センター※で日本
語と日本の習慣などを習いました。そこでの生活で、
日本に定住することに対して少し自信を持てました。
その後、就職もでき、とても良かったです。

日本の生活で一番苦労したのは日本語です。日本
語の学習期間は本当に短いと思いました。でも日本は
自由の国なので、日本語の勉強を頑張ればなんでも実
現できると思って乗り越えました。
―	ミンさんは浜松市でどのような仕事や活動をされて
いますか？

仕事は、横浜カトリック教会の研修施設で、住み込
みで管理人をやっています。もう10年くらいになるか
な…。草刈りやお客さまがいらっしゃる時の部屋の準
備など、施設の管理全般をしています。

活動としては、今は静岡県ベトナム人協会で大人の
ための日本語教室と子どもの学習支援をしています。
他にも、国際交流協会を通して浜松まつりでベトナム
料理の出店などをやっています。あと、以前住んでい
た地域では自治会活動もよくやりましたよ。日本人と

一緒に活動して、部長をやったこともあります。
また当時は、カトリック教会に集まって親子問題の

相談を受けるという活動をずっとやっていました。当
時のベトナム人協会の活動の多くは相談業務が占めて
いました。今はその教会から離れたところに住んでい
るので、たまに電話で相談を受けています。保護者が
学校に相談するときの通訳をしたりもしていました。
学校もベトナム人相談者も、私を信頼してくれたから
できたことだと思います。
―	色々なベトナム人から相談を受けてきて何か思うこ
とはありますか？

ベトナム人は昔から親や先祖たちを尊敬し、大切に
してきました。でも、2世の親から生まれた日本育ちの
ベトナム人の子どもはベトナム語がわからない。そう
するとベトナムの考え方を子どもに伝えられないし、
なかなか親子で理解し合えない。それを心配していま
す。

浜松の場合は集住地域があるので、1世も2世も留
学生・技能実習生もその集合地域にいます。2世は家
庭によっては日本語しか喋れないし、日本名であるこ
とも多い。でも2世は私たちの協会の活動に協力して
くれます。技能実習生は仕事などが忙しいためか、イ
ベントにもなかなか来てくれないですね。
―	活動されている日本語教室は、浜松市からの補助金
で運営されていると伺いました。どのような経緯で始
まったのですか？

静岡県ベトナム人協会共同代表である古橋楓氏が浜
松市国際交流協会の役員をしていたので依頼があり、
最初はボランティアで日本語教室と学習支援をしてい
ました。その活動を古橋氏が市に紹介して、市から支
援を受けることができたのです。2000年より前の話
だったと思います。浜松の外国人コミュニティ団体へ
の市の支援の先駆けとなりました。浜松市はもともと
外国人が多いので受け皿もありましたし、古橋氏との

※国際救援センター：	�ボート・ピープルの流入増と滞留の長期化に対処するため、1983年4月、難民事業本部（RHQ）が、東京都品川区に「国
際救援センター」を開設。1996年以降、合法出国計画（ODP：Orderly Departure Program）により、ベトナムか
らの呼び寄せ家族を中心に、日本語教育、就職あっせん等を行った。なお、インドシナ難民の受入れを2005年度末
をもって終了を決定したことに伴い、2006年3月末に閉所した。 FWEAP Ai No.49/13



役割分担ができていたことで、行政とのやり取りがた
またまうまくいったからかもしれません。

私たち静岡県ベトナム人協会は、当初は古橋氏が浜
松市との橋渡しをしましたが、今は協会内に優秀な方
が多く、市と協力しなくても協会が直接ベトナム人に
支援できるような体制ができているのではないかと感
じています。
―	今は留学生や技能実習生も増えていますが、何か課
題はありますか？

私たち難民と、留学生・技能実習生との違いはあり
ます。彼らはベトナムの団体からも応援されています。
私たち難民は、日本政府の支援は受けましたが、当然
ながらベトナム政府からの支援はありませんでした。

今、浜松市にはベトナム人が約5,000名いて（2025
年6月時点）、ブラジル人に次いで多い。でも私たちは、
浜松に住む定住者の500名くらいしか把握していない
のではないかと思っています。日本語教室は今は技能
実習生や特定技能者や定住者が一緒になってやって
いるので別に問題はないのですが、イベントの参加に
関してはまだできていないというのが課題ですね。

皆、イベントを待っています。今は日本語教室だけ
でしか集まれていないので、交流会をやりたいですね。
以前はサッカー交流会とか、多くの学校から交流の依
頼が来ていました。静岡大学にもベトナムから留学生
がけっこう来ていて、ボランティアスタッフに加わっ
てくれていたのですが、コロナで途絶えた後、まだ復
帰していない状況です。

2世や留学生・技能実習生の若者と一緒に活動する
と、日本人の若者と良いコミュニケーションが取れま
す。コロナ前までは、ベトナム料理教室などいろいろ
やっていたのですが、コロナ以降は残念ながら一緒の

活動ができていません。皆が楽しめる魅力あるイベン
トをどうやってするか、ということが課題です。

今までやったイベントの中では、やはり「お正月」
が一番楽しかったですかね。ベトナム料理を皆で食べ、
踊ったり、カラオケをやったり。浜松まつりのイベン
トでブラジルやフィリピンの方々と一緒に参加するの
も楽しいです。
―	交流イベントは、自分たちが地域に受け入れられて
いると感じるきっかけになるのでしょうか？

やはり文化交流をする時は、皆さん、踊りやベトナ
ム料理などを喜んでくれて。そういった時に私は「受
け入れられている」と感じました。

浜松市のイベントでも何かやってくれと言われてい
ます。「浜松市のベトナム人団体と言えば私たち」と
認知してもらえたからこそ、市が依頼してくれたので
はないかと思います。市との信頼関係はずっと続いて
います。

コミュニケーションを取る場がないと、なかなか理
解されないと思います。交流の場をつくって、ベトナ
ム人や他の外国人と日本人がコミュニケーションを取
る場を設けることができたときが、自分の活動がみん
なの役に立っているなと一番実感できる時ですね。
―日本が包摂社会を実現するために必要だと思うこと
は何ですか？

やはりコミュニケーションが一番大切だと思います。
文化交流のようなイベントがあれば、言葉ができない
人も皆交流できますから、理解が深まるのではないか
と考えます。ですから交流会を開いて、たくさん集ま
る機会をつくるしかないですね。人と人とのコミュニ
ケーションは大切です。まだまだコミュニケーション
が少ないと思っています。浜松市にはたくさんの交流
会があるけれど、私たちが参加できていないものもあ
りますから。
―ミンさんの今後の夢や目標を教えてください。

私個人には夢はありませんが、若い人が日本の文化
や最新の技術を学んで、本当に平和なベトナムを再建
してくれるのが目標です。

イベントの時には、「ベトナム人の犯罪を減らした
いね」という話もします。警察の通訳をしたこともあ
りますが、その際に刑事さんと話したことでいろんな
勉強になったので、機会があれば浜松にいるベトナム
人と話したいとも思っています。

中央赤い服の方が古橋さん（静岡県ベトナム人協会総会）
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日本での「学び」を活かし、同輩の支援を

Profile

1998年、兄姉の呼び寄せにより来日。国際救援センタ
ーでの支援を経て浜松市に定住。高校卒業後は市内企業
に勤務し、現在は静岡県教育委員会の相談員および浜松
市教育委員会の教育支援員として、日本に移り住むベト
ナム人家族の生活・教育支援に携わっている。

静岡県ベトナム人協会

ファム・トゥイ・フオン�

―	日本に来たきっかけを教えてください。
兄と姉が難民として日本に来た後、私たち家族を呼

び寄せ、日本に来ました。その時、私はまだ12歳でし
たので、ベトナムの空港で皆は別れの涙を流していま
したが、私だけは日本に行くことすら知りませんでし
た。「家族が行くから私も行く」と、ただそれだけを
思っていました。
―	日本に来た時の最初の印象は？

日本の空港に着いた時に「とても綺麗なところ、空
気も美味しいなあ！」と思いました。ベトナムはどこ
でも人だらけだったので。ミンさん（前述の静岡県ベ
トナム人協会代表）の車で送迎してもらった途中で
寄ったサービスエリアには美味しそうなものがたくさ
ん売っていて、食べたかったけれど、その時はお金が
なくて買えなくて…。そんな記憶がまだ残っています。
富士山の形のイチゴチョコレートだったかな（笑）。
―	その後、日本でどんな支援を受けましたか？　日本
での生活はどうでしたか？

一番支援を受けたと思うのは、日本に来て入所した
国際救援センター（以下、センター）です。センター
では、午前に3時間、午後に4時間勉強ができて、3度
の食事も出してくれ半年間日本語の勉強をしました。
今思い出しても「なんでそんなに優しいの？」って
思ってしまうくらいお世話になりました。

センターを出てからは、当時は景気が悪くて、両親
は仕事が見つからなかったので、兄と姉はミンさんの
家で生活し、両親と私は別のところにいました。その
頃はまだ学校に行けなくて、家でお手伝いをしていま
した。両親は日本語も、日本の生活習慣も、文化もわ
からないので、全部ミンさんから教えてもらいました。

学校が遠かったので、朝の5時に両親が仕事に行く
時の送迎バスに一緒に乗せてもらいました。6時30分

頃には学校に着き、門が開いていないので外で待って
いました。

その後、浜松にあった雇用促進住宅に入居すること
ができました。そこは今は別の団体のものになってい
ますが、故郷だと感じます。みんなで一緒に暮らせる
ようになるまで3回引っ越しをしました。
―	学校にはいつ入学されたのですか？

浜松に来てやっと、市内の公立中学校に入学できま
した。中学2年の終わり頃です。当時は外国人が少な
く、公的な支援もそんなになかったので、両親は日本
の学校についてまったくわかりませんでした。学校の
面談やいろいろな行事、卒業式に両親は来なくて、全
部ミンさんたちが来てくれました。
―	学校生活はどうでしたか？　勉強は難しかったです
か？

うーん…、「難しかった」と言う以前に、まったく
わからなかったので、難しいということもわからな
かったです。とりあえず黒板に書いてあることを全部
ノートに写して、家に帰ってから辞書を引きながら意
味を調べて勉強する毎日でした。

学校では日本語の先生の取り出し授業はありました
が、週に1回くらいでした。センターで半年間日本語
の勉強はしましたが、小学校レベルで、中学校に入る
までは、日本語がどれだけ大事なのか、あまり考えて
いませんでした。
―	日本での生活で一番大変だったことは？ 

日本語の勉強ですね。学校から帰ってきたら、日本

生活者のための日本語講座1
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語の単語の勉強を一生懸命しました。理科や国語は、
漢字がわからないと何もわからないので、まず単語を
調べるんです。今はスマホで日本語を教えるサイトを
見れますが、私の時代は辞書だけ。センターから頂い
た分厚い辞書で毎日、夜の9 ～10時頃まで単語を調べ
て暗記するということを繰り返していました。

高校は定時制の高校に行き、日中は働いていました。
車の部品をつくる職場で、50人の従業員のうちベトナ
ム人が40人以上でしたので、仕事のほかに、通訳や資
料の翻訳などもしました。

現在、静岡県教育委員会の相談員と浜松市教育委員
会の支援員をしていて、多くのベトナム人児童生徒の
保護者から、学校でのいじめ、外国人差別などの相談
を受けますが、私が中学生だった時は、1回もいじ
めを受けたことはありませんでした。勉強に必死で、
周りを見る余裕がなく、気がつかなかっただけかもし
れません。
―	静岡県ベトナム人協会にはどのようなきっかけで参
加するようになったのですか？

ずっとミンさんにお世話になっていたので、ミンさ
んがやっている活動に私も…というのは自然なことで
した。私が16歳の時、日本生まれのベトナム人の子ど
もたちにベトナム語を教える活動があって、それから
協会の活動に参加しています。
―	協会ではどんな活動をされていますか？

私はこれまで、製造業や行政書士の事務所などで仕
事をしていました。そこで技能実習生に在留資格や税
金・確定申告について教えてきましたので協会の仲間
の質問にもすぐ答えることができます。これまでいろ
いろ経験したことが仲間のために役立っているのがう
れしいですね。協会には 1世として日本に来た人もい
ますし、留学生や技能実習生として日本に来た若者た
ちもいます。国から逃げてきた1世たちは日本を自分
の国のように思い、一生懸命頑張らないといけないと
思っているし、日本に恩返ししようと思っています。
でも留学生や技能実習生たちは、ベトナムにすぐ帰れ
るという考えの人もいます。考え方がまったく違いま
すが、この浜松でみんなが喜んでくれることが、私に
とっては一番のやりがいです。

私は浜松に20年以上住んでいるので、浜松は故郷で
す。通訳などをすることで浜松市の支援制度を改めて
知ることが多く、今の浜松の支援はいいと思います。
―	違いを認め合って、みんながその人らしく生きられ

る包摂社会にするためには、何が必要だと思います
か？

一番大切なことは、自分のことだけではなく、相手
の気持ちを考えて行動することだと思います。

私の社会経験では、日本人はとても丁寧に仕事をし
ますが、ベトナム人は早くやろうとします。だから私
はベトナム人には、「日本人はいろんなミスと改善の
仕方を積み上げてきて今のやり方にたどり着いている。
一番安全で効果的な方法なんだ」と説明しています。
日本に来たのだから、日本人がつくったルールの中で
やってみて、「これは改善したほうが良いな」と思っ
たら相談すればいいんです。自分で決めてしまうので
はなくて、相談するんです。
―	フォンさんのこれからの夢を教えてください。

浜松もベトナム人が増えていますし、支援をするこ
とでいろんなベトナム人たちと仲良くしたいですね。
最近テレビでもいろんな犯罪が報道されていますが、
できれば行動する前に落ち着いて考えてほしいです。

私自身は、そんなに夢は持っていないんです。毎日
楽しく過ごせればそれが一番です。子どもたちには、
学力はさておき、楽しく、みんなに迷惑をかけないで、
健康に生活してほしいです。

言語については子どもたちとの会話は日本語です。
ベトナム語は10のうち3くらいの聞き取りはできます
が、子どもたちからはあまり話しません。小さい頃に
子どもにベトナム語を教えたけど、子どもが「ママは
日本語がわかって、ここは日本なのにどうしてベトナ
ム語なの？」と言うので、ベトナム語と日本語と英語
もできるなら将来仕事を探しやすいと説明しましたが、
押し付けることはできませんでした。おとなになって、
子どもたち自身がベトナム語が必要だと思ったら、そ
の時に勉強すれば良いと思っています。

生活者のための日本語講座2
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〇インタビュアー
（公社）国際日本語普及協会AJALT常務理事

宮下　しのぶ
（2013～ 2020年RHQ支援センター主任日本語講師）

このインタビューでは、第三国定住制度で難民とし
て来日した3名のミャンマー出身の大学生（卒業生を
含む）に話を伺いました。来日時の年齢や日本の学校
制度での教育歴が異なり、日本語以外の母語をもつ3
名の会話が、日本で学び、悩み、生きようとする若者
の姿を映し出します。

聞き手は、大学生たちが、来日当初に受けた定住支

In te r v iew
左からリアンさん、ススサンさん、ギュンさん、宮下先生

〇インタビューを受けてくれた3人
日本体育大学4年（JELA奨学金）

ノー　ススサン
関西学院大学卒、早稲田大学大学院修了（UNHCR奨学金）

ディム　ディム　リアン
関西学院大学2年（UNHCR奨学金）

ダバン　ギュン　ルン

ミャンマー難民と第三国定住制度による難民の受入れ

ミャンマー難民は、国内の政情不安などから、隣国のタイ
やマレーシアに逃れ、それぞれ10万人単位で一時滞在して
います。しかし、タイやマレーシアは難民条約に加盟して
いないため、ミャンマー難民の定住を認めていません。
そのため、日本やアメリカ、カナダ、オーストラリアなどが、
国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）の要請を受けて、
第三国定住制度によりこれら難民の受入れを分担して行っ
ています。難民には受け入れられた第三国で長期的滞在の
権利を与えられます。日本では、閣議了解及び難民対策連
絡調整会議の決定に基づき2010年度より受入れが開始さ
れ、2025年9月までに136世帯337人が受入れられ、様々
な場所で地域に根差した生活を送っています。

援プログラムの日本語教育で主任日本語講師を務めた
（公社）国際日本語普及協会の宮下しのぶ常務理事で
す。

また、大学生が利用した奨学金を提供した国連難民
高等弁務官事務所（UNHCR）駐日事務所、公益財団
法人JELAから奨学金の制度や目的についてコメント
を寄せていただきました。

言語、ルーツ、
そして夢。

―日本社会を生きる若い世代に聞く―

「あなたの隣に、かれらの未来」    
～多様性社会を生きる～ 
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	 1	 来日、進学

宮下	 3人とも、第三国定住制度で来日して、大学
生と社会人ですね。それぞれ何歳の時に日本に来て、
それからどんな学校で学んで現在に至るのか、これま
での経緯を教えてください。
ススサン	 私は7歳の時に来日して、日本の小学1年生に
入学しました。そのまま中学、高校と進んで、奨学金
をいただいて大学に進学し、今は日本体育大学健康学
科4年生で、学校教育や健康と運動について学んでい
ます。

日本に来る前は家族が逃れていたタイのメーラキャ
ンプで生まれて、キャンプの幼稚園のようなところに
通っていました。日本で初めて小学校に入学したとき
の気持ちを一言でいえば「混沌と困惑」でした。よく
分からない環境にポンと置かれて、小学生ながらそれ
に慣れるしかなかったです。私のクラスでは外国人は
一人で、珍しい存在でした。友だちを作りたくて、頑
張って日本語を使っていたら、1年くらいで日本語が
喋れるようになりました。2年生になると友だちがで
きて、学校生活は大丈夫かなと思うようになりました
が、まだまだ日本語の力は足りなかったので、小学校
の6年間は勉強が大変でした。中学生になってから、
ようやく勉強の仕方などもわかるようになって、その
後、高校も大学もほかの日本人と同じように受験しま
した。
リアン	 私は8歳の時にミャンマーからマレーシアに
逃れてきて、11歳の時に難民として認定されました。
ご存知の通り、マレーシアは難民条約に加盟していな
いので、両親は公には仕事ができないし、私も公立の
学校で勉強することができませんでした。私は、子ど
も の た め の 尊 厳 財 団（Dignity for Children 
Foundation）が運営するUNHCR認定の教育センター
に通ってIGCSE（International General Certificate of 
Secondary Education　イギリスのケンブリッジ大学
の試験機関が提供する国際的な中等教育課程修了資
格）の資格を取りましたが、マレーシアの公立校では
ないので、高卒の資格は取れません。それで、ケンブ
リッジ国際Aレベルを取得するために、マレーシアの
インターナショナルスクールで勉強することにしまし
た。Aレベル取得には普通は2年間勉強しなければな
らいのですごく費用がかかります。そこでイギリスの

大学から奨学金を貰って、1年間でAレベルを取得す
る集中プログラムを受けながら、大学受験の準備をし
ていました。その最中に日本から電話があったんです。
初めはドキドキしましたが、日本に行けることで気持
ちが安定して、「本当に良かった！」と思いました。
でも、日本に来てから、すごく面白そうなマンガや本
の表紙を見て、開いてみるんですが、読みたいのにま
だ読めない。「なぜ読めないのか！」と自分を責めた
りしました。でも今は、自分のペースで少しずつ日本
語を頑張るしかないんだということが分かります。

夢は大学に行きたいということでしたので、
UNHCRの難民高等教育プログラム（以下、RHEP）
の奨学金で2023年に関西学院大学を卒業し、2025年
に早稲田大学大学院のアジア太平洋研究学科を修了
しました。早稲田大学にはRHQ支援センターの日本
語の授業で行ったことがあるんですが、実はそのとき
に「この大学で勉強したい！」と心の中で決めていま
した。そして今、その夢がかないました。卒業後は一
般社団法人Robo Co-opで働いています。

ギュン	 僕は日本に来たのは13歳の時です。それまで
は家族とマレーシアにいて、ミャンマーのコミュニ
ティスクールに行っていました。日本に来て、まず難
民事業本部（RHQ）の日本語教育を受けてから、広
島県に定住しました。その後家族の転居で関東に引っ
越しをし、中学を卒業し、高校に進み、今はUNHCR
のRHEP奨学金で関西学院大学に行っています。RHQ
の日本語クラスでは標準語で勉強したのですが、広島
の中学校では広島弁を習得しながら勉強を続けました。
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JELAのフィロクセニア奨学金があるのを知って申し
込みました。知り合いが難民支援の一覧のようなもの
を見せて、「こんなのがあるよ」と教えてくれて、面
接を受けることができました。その時に初めて私たち
に手厚い支援があることを知って、ほんとにありがた
いなと思い、入試の時にちゃんと調べておけばよかっ
たなと思いました。
ギュン	 僕はRHEP奨学金で関西学院大学に入りまし
た。
宮下	 皆さんの大学での専攻はなんですか？なぜそ
れを学ぼうと思ったのですか？
ススサン	 私は体育学部健康学科で体育教師を育成する
コースです。体育教師になりたくて入ったのですが、
健康やスポーツ科学についても勉強するうちに学校の
先生は生徒限定だし、もっと対象の層を広くしたいな
と思うようになり、今では教師ではなく健康づくりの
会社で働くのもいいなと思うようになっています。
宮下	 ススサンさんが体育の先生になりたいと思っ
たきっかけは何ですか？
ススサン	 中学の時にバスケ部だったのですが、顧問の
先生がとてもいい方で、その影響を受けて体育の先生
になりたいなと思い、日本体育大学に進学しました。
でも今は学校で体育を教えるよりも、総合スポーツク
ラブとかで、子どもから高齢者まで年齢を問わずに、
ジムに通ったり、水泳を学んだりといった幅広い年齢
との関わりに興味が湧いています。子どもに教えると
いう部分は捨てたくないですが、他の年齢層にも関わ
りたいという思いです。
ギュン	 僕は関西学院大学工学部機械・人工知能工学
科で勉強しています。志した理由は、機械について勉
強したいほかに、数学を実践的に使える能力が欲しい
と思ったのもあります。この学科では、機械と情報系、
またはAIの基礎を勉強できます。最近のAIはさまざ
まな分野を効率化していて魅力的でもあります。その
ため、もともと勉強したかった機械に加えて情報系の
勉強も志しています。これらのどれもが数学をベース
に作り出されていることを改めて実感し、数学を実践
的に使える能力が欲しいとさらに痛感しています。
リアン	 私は関西学院大学も早稲田大学大学院も専攻
は国際関係です。大学と大学院の授業は英語で受けま
した。ゼミの先生は日本人ですが英語がペラペラで、
マレー語もできたり、本当に国際的な環境でした。

中学時代は言語の壁もあり、勉強に苦労したことがあ
りました。

高校受験は外国人特別選抜制度を利用しました。
宮下	 ギュン君は特別枠で受験できたのですね。ス
スサンさんは、普通に5教科で受験しましたか。
ススサン	 はい、そうです。私は国語の漢字がすごく苦
手でした。国語はなんとか50点は取ろうと。そしてそ
の足りない分を他の教科で補う、みたいな感じで受験
しました。
宮下	 ギュン君とススサンさんは、日本で高校時代
を過ごしたわけですが、何か思い出に残ることはあり
ましたか？
ギュン	 僕は学校生活を送る中で自分がやってみたい
と思ったことは、積極的に手を挙げてやったという記
憶があります。英語同好会の会長をやったり、文化祭
用のTシャツをデザインしたりしました。また、文化
祭の時にクラスごとに踊る企画があったんですが、ダ
ンスの担当者に「君はパソコンで作曲やっているで
しょう？　踊る複数の曲を繋いでくれない」と言われ
て、複数の曲を合成して皆で踊りました。
ススサン	 私の学校は文武両道だったので、部活も勉強
もどっちもやらなければならないという校風でした。
中学の時はすごく勉強を怠けていたのですが、高校で
はテストの順位が貼りだされて、そのほかに授業態度
を評価する順位もあったのですが、その上位をめざし
てずっとやっていて、3年生で1位をとりました。中学
の時怠けていた分、高校では勉強を頑張りました。部
活は、小学校の時に1年間くらいダンスをやっていた
ので、中学ではバスケットボール部だったのですが、
高校ではダンス部に所属して、ガールズのジャンル
リーダーをして、振り付けもしていました。文化祭な
どの舞台で踊る機会が多くありました。
宮下	 3人とも大学には奨学金を受けて進学したわ
けですが、それぞれが受けた奨学金について教えてく
ださい。
リアン	 私はRHEP奨学金を関西学院大学に入る時と
早稲田大学大学院に入る時の2回受けています。私は
自分の将来の計画をしっかり立てるのが好きで、いつ
もプランAからEくらいまで考えてから行動しています。
ススサン	 私は大学受験の際に、難民向けの奨学金を知
らなくて、入学の時にJASSO（日本学生支援機構）
の奨学金を申請していました。大学2年 生の時に
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に勉強している友だちは日本人が多いのですか？
ギュン	 僕の友達は6割が日本人ですね。
宮下	 ギュン君が大学に通ってみて見方が変わった
という点は？
ギュン	 学習に対しての見方が変わりました。学習は
ニューロン（脳神経細胞）の変化を起こすことだと思
います。変化を起こすには、基本的に集中力と感覚が
はっきりしている状態が必要です。このメカニズムを
理解することによって、効率的に努力できると思って
います。そして自信にもつながっていると思います。

	 2	 言語

宮下	 次に、言語のことについて教えてください。
ミャンマーには135の民族があって、公用語のミャン
マー語のほか、それぞれ民族の言葉を話すんですよね。
みなさんの母語はなんですか？
ススサン	 私はカレン語です。
リアン	 私はチン語です。
ギュン	 僕はカチン語です。
宮下	 今でも日常的に母語を使いますか？
ギュン	 家ではずっと母語です。
宮下	 ギュン君のお家では、小さい弟さんたちもい
ますが、みんな母語を使うんですね。
ギュン	 そうです。
ススサン	 私は日本語半分、母語半分です。両親もそう
です。わからないことばがあると日本語になりますが、
わかることばはカレン語でやりとりします。
宮下	 ススサンさんにとってカレン語は、子どもの
ころによく使っていたことばだから、カレン語でどう
いうかを忘れると、日本語になってしまうんですね。
リアン	 私は家では両親とチン語とミャンマー語を混
ぜて話します。ミャンマーにいる祖父や祖母ともそう
です。
宮下	 リアンさんの場合はミャンマーにも7 ～ 8年
住んでいましたよね。ミャンマーにいた頃から、家で
はミャンマー語とチン語を両方使っていて、日本に来
てからもそうなんですね。そうするとチン語でもミャ
ンマー語でも、言いたいことはなんでも話せる？
リアン	 両方で話せます。チンの人たちが集まる教会
に行くときはチン語だけ使います。
宮下	 ギュン君も家ではずっとカチン語を使ってい

宮下	 大学入学前に思っていたことが、しばらく大
学に通ってみて「あれ。なんか違うな」と気持ちが変
化したようなことはありますか？
ススサン	 私が思っていた大学は、志が同じ人たちが集
まる中で、お互い高めあってその方向に真っ直ぐ進む、
みたいな感じだったのですけど、実際に入るとそうで
もなく、熱量が人それぞれで、凄く勉強を頑張る人も
いれば、ほとんど学校に来ない人もいるというように
いろいろでした。その中で、自分がどれだけ良い方向
に進むかが大事だなと思います。周りに影響されて自
分の成績や行いが変わってくると思うので、自分の軸
を持って学んでいかないといけないなと思いました。
リアン	 私はマレーシアで、大学入学の準備のため高
校相当のコースを卒業したあと5か月間マレーシアの
大学で予備教育を受ける機会がありました。そこでは、
ミャンマーから来たとか難民だということは内緒にし
ていました。それを言うのがすごく怖かったんです。
だから中華系のマレーシア人ですと嘘をついていまし
た。でも日本に来て大学に入ったら、ミャンマー出身
だけどマレーシアで生活していた経験や、自分が難民
であることを発信することができて、これがすごく大
きな変化だと思います。あと、私はプランを立てて進
めることが好きなので、日本の大学に入って一番楽し
かったのが、自分の受けたい授業を自分で決められる
という点です。受けたいコースやゼミの先生も自分で
選べるというのがすごくうれしかったです。マレーシ
アの学校では、ボランティアの先生がどんどん変わっ
て、この先生の教え方がいいなと思っても、自分で決
めることができないのが嫌でした。日本の大学では全
部自分で選べるのがいいです。
宮下	 マレーシアでは自分が難民であるということ
を伏せて、中華系マレーシア人だと自分の身分を知ら
れないようにしていたけれど、日本の大学では最初か
ら自分が難民であることを発信して、ありのままに生
きられるようになったということですね。
リアン	 そうです。自分がもついろいろな背景やルー
ツを評価してもらえて、ディスカッションの時もその
多様な経験から得た意見を言うことができました。先
生方もそんな私のことを応援してくれましたので、大
学院でもやりがいをもって研究することができました。
宮下	 リアンさんが入った学部の環境もきっといい
影響を与えたのでしょうね。ギュン君は、大学で一緒
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るようですが、カチン語で言いたいんだけど、うまく
言えないということはないですか？
ギュン	 あります。親たちは関東に住んでいて、僕は
今関西で一人暮らしをしているんですが、普段の生活
で日々触れているのは日本語と英語だけなので、カチ
ン語で話していても、頭の中に先に浮かんでくるのが
日本語だったり英語だったりするんです。あれ？それ
はカチン語でなんだっけ？とかうまく思い出せない時
もありますが、なんとか頑張って思い出して家族と話
しています。
宮下	 とっさには出てこないことがあるけど、自分
の言いたいことをカチン語で思い出せないことはない
ということですね。ギュン君にとってミャンマー語は
どんな位置づけですか？
ギュン	 ミャンマー語は一応理解はできます。ゆっく
りですが、言いたいことを話すこともできます。マ
レーシア以来、ミャンマー語を使う機会は無いので、
ほとんど忘れてしまったのですが、まだ頭の中には絶
対入っていると思います。ただ、読み書きはできない
です。
宮下	 ミャンマー語を使っていたのはマレーシアに
いる時だけですか？
ギュン	 そうです。コミュニティスクールで同級生や
他の民族と会話するときはミャンマー語を使っていま
した。
宮下	 ススサンさんの場合は、子どものころから日
本に来て成長する中で、家族と話す時に、日本語でも
うまく言えないしカレン語でもうまく言えないし、ど
うやってこの気持ちを伝えようみたいなことはなかっ
たですか？
ススサン	 あー、それはすごくありますね。母親は日本
語があまりわからないので、こっちが日本語で頑張っ
て伝えても、向こうは理解できなくて。でも私はカレ
ン語があまりわからないから、カレン語で頑張って伝
えられても私がわからない。そういうもどかしさが
ずーっとありますね。でも私がカレン語を勉強する機
会がないので、幼少期のカレン語の記憶を振り絞って
頑張るしかなくて、母に日本語を勉強してもらえばい
いとも思うのですが、母には勉強の機会が無いという
か、母もそういうのがあまり得意ではないので、諦め
ているという部分もありますね。
宮下	 皆さんは、日本語と英語とカレン語、チン語、

カチン語、ミャンマー語、いろんな言語ができますね。
その中で一番勝っている言語は何ですか？
リアン	 英語です。考えるときは英語です。
ギュン	 日本語だと思います。
ススサン	 私は完全に日本語です。
宮下	 ススサンさんは今日本で生活していて、もち
ろん日常生活は問題ないだろうけど、ちょっと難しい
局面なんかで、ああ、日本語がちょっと出てこない、
ということはありますか。
ススサン	 日本語が出てこないというのは、しょっちゅ
うありますね（笑）。

宮下	 でもそれは、日本語は出てこなくても、別の
この言語ならわかるんだけど、というわけでもないん
ですね？
ススサン	 はい。そういうわけではないです。幼少期に
二つの言語が入ると複雑になっちゃうという感じです
かね。
宮下	 ススサンさんの場合はそうですよね。7歳く
らいのときにカレン語と日本語の両方の言語が入って
来たんですからね。
ススサン	 それのどちらかが100％というわけでもなく
て、日本語は80％くらい、という感じです。
宮下	 今、日本語でコミュニケーションを取ろうと
思っていて困る局面というのはどういう場面？　
ススサン	 そもそも私は語彙力をあまり持っていないの
で。勉強不足なんです。
宮下	 でも、日本人でも「言葉を知らない」とかは
あるから、語彙力であればとにかく覚えていけば光が
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見えるということがあるんじゃない？
ススサンさんとしては、日本語ではそれほど不便を

感じないけど、カレン語でコミュニケーションをとら
なければならないという時に、ちょっと困るという感
じかな。
ススサン	 はい。カレン語のコミュニケーションでは非
常に困ります。
宮下	 リアンさんは、英語が勝っているわけですけ
ど、日本で生活していて、日本語がわからなくてああ
どうしよう、というのはどういう場面ですか？
リアン	 どこでも困っています（笑）でも、私は今、
相手がわかりやすい日本語を使うのが大事だと思って
います。
宮下	 ギュン君は日本語でそんなに困ることはな
い？
ギュン	 たくさんあります。日本語って言い方によっ
て相手の受け止め方が変わるニュアンスってあります
よね。まだそれが使いこなせていないのを壁に感じて
います。なのでおとなたちと喋る時は、めっちゃアタ
マを使います。今もぐるぐるまわっています。敬語と
かになると、詰まってしまいます。

宮下	 そういうのってこれからどうやって学んでい
けばよいのだと思いますか？
ギュン	 自分の身をその中に投げるしかないですね。
最初は真似ることかもしれません。
宮下	 なるべくそういう場に身を置いて、最初はど
んどん真似ながら、「それ違うよ」と言われながら覚
えていくしかないといことですね。

ギュン	 僕、「間違ってますよ」と言われたとき、
めっちゃ恥ずかしいんですよ。最近、日本人に「間が
変だな」と言われることがあるんです。「間が変」っ
てなに？と思ったんですけれど、どういう意味ですか
ね？
宮下	 微妙な間があくとかそういうこと？
ギュン	 先輩に言われたんですけど、「それってどう
いうことですか？」と聞いたら、先輩も「うーん…」っ
てなっちゃって。
宮下	 先輩も答えられない。それこそ「ニュアン
ス」というレベルなのね。
ギュン	 そうなんです。見えないところで解かなけれ
ばならないというか。
宮下	 それはそうですよね。その点、社会人になっ
たリアンさんは、どうですか？会社の人は日本人が多
いですか？
リアン	 日本人や難民たちと一緒に働いています。
宮下	 社内言語は何ですか？
リアン	 日本語と英語の両方を使います。あとミャン
マー語とかも。
宮下	 日本語でうまく言えないなと思ったら英語で
言っちゃえばそれも通じる？
リアン	 はい。チャットAIもありますしね。ミーティ
ングの時に、英語と日本語の両方を使いますよね。そ
の時にAIを使って文字化しているのでそれを見れば
わかります。日本語がうまく使える人は日本語で、英
語ができる人は英語で話せばよいので、私は英語を
使ってます。でも、日本語ペラペラになりたいです。
宮下	 でも、日本で生まれてずっと日本語だけで生
活してきて、できる言語は日本語だけという人がたく
さんいる中で、皆さんはいろんな言語の中で生活して
いて、複数の言語が自分の中に入っているわけですね。
これから先の人生で、自分の中にあるいろんな言語を
どういう風に伸ばしていきたいですか？
ギュン	 いろんな言語は入っていますけれど、それは
凄いことでもないと最近感じています。小さいときか
らミャンマー語、英語、カチン語を使う環境にあった
のですが、1つに固めていないので深く考えたい時に
いろんな言語で探ってしまうと、深い考えに発展する
まで持って行けないのがデメリットとして大きいんで
す。それはモノリンガルの人にしかできないメリット
で、それを僕たちみたいな人たちはできないことが多
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い。少なくとも僕の経験では多いです。それが一番デ
メリットだと考えています。
宮下	 追求できずに散ってしまう、みたいなこと？
ギュン	 そうですね、それは個人によって違うでしょ
うけれど。一つだけいいことがあるとすれば、認知症
には自分たちの方が絶対遅れてなると思います。多言
語を使うということは、脳に良い負担をかけているの
で、認知症の発症が遅いというのがデータ的にあるら
しいです。それ以外は、自分にとっては、1つのこと
を発展させられないのが良くないことだと思っていま
す。いろんな先生に相談した結果、できるだけ一つの
言語にまとめて考えるという習慣をつけるのが解決策
だよ、と言ってくれました。
宮下	 「まとめて」というよりは、核になる言語を一
つ持っておいて、その上でいろんな言語を持っている
というのがいい、ということですよね？。では何を核
にするの？
ギュン	 英語にするメリットもあれば、日本語にする
メリットもあって、自分が将来どこにいるかで決めれ
ばよいんでしょうが、今はそれが見えなくて。なので、
両方使っています。
宮下	 そうね。5つ6つを全部核にするのは難しいけ
ど、日本語と英語の二つを核にするのはできると思い
ますね。
ススサン	 私はもう日本語だけになっていて、言語につ
いてはあまり言えないんです。ルーツがミャンマーに
あるので、日本語だけで育ってきた人よりは考え方が

多様化しているというか、いろんな視点から見ること
はできるのかなと思ってはいます。今、グローバルな
世界になってきて、そこに関する心構えはできるとい
うか、受け入れる、オープンドアの精神は持っている
かなと思います。
宮下	 リアンさんは？
リアン	 社会人になって、100％でなくても、いろん
な言語を使える、多様性がある環境にいます。いろん
な難民たちと繋がることができるのがメリットだと思
います。きっとデメリットもあるのでしょうが、私は
あまり感じていません。今頑張りたいのは、日本語で
す。私はマレーシアから日本に来る時も、英語がペラ
ペラではありませんでした。日本に来てからブリ
ティッシュ・カウンシル（イギリスの公的な国際文化
交流機関）で英語の勉強をした時に、私のレベルを
チェックしたら、今よりもずっと低いレベルでした。
だから私の英語は日本に来てから頑張ってブラッシュ
アップしたものです。今、日本で社会人になって、英
語をコアにして、日本語もペラペラになりたいと思っ
ています。
宮下	 どうやって勉強しようと思いますか？
リアン	 たくさん話すことだと思います。それから会
社での私の役割は、人事とかアナリスト的な事なので、
メールとかを書く時も日本語でうまく書けるように頑
張ろうと思っています。
宮下	 今の仕事に役立つ日本語を身につけるという
ことですね。
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リアン	 自分のために勉強するのではなく、他の人の
ために勉強しようと思っています。働きだしてみて、
私がもっと日本語を頑張らないと職場で役に立たない、
というのがモチベーションになりました。
宮下	 自分が日本語を頑張ることによって、他のみ
んなの役に立てるということね。
リアン	 それっていいモチベーションですよね。私は
自分のプランがあるので、今はいいモチベーションが
できて、頑張れます。私の日本語を楽しみにしていて
ください。自分はどう勉強すればよいかはわかってい
るつもりです。
宮下	 リアンさんのプランとしてはいつごろ「ペラ
ペラ」になる予定ですか？
リアン	 来年くらい？
宮下	 では来年もう一回みんなで会いましょうね

（笑）

	 3	 ルーツ

宮下	 ススサンさんがさっき言ってくれたけど、言
語的にはカレン語を伸ばすことにはそれほど関心がな
いけれど、やはり自分のルーツはミャンマーにあると
いうことでした。そのルーツは、これから先、どんな
ふうに守っていきたいというか、活かしていきたいと
考えていますか？
ススサン	 今までは、自分のルーツはあまり公言してい
なかったんです。今後はもっと自分のルーツに誇りを
もちたいなという思いはあります。
ギュン	 日本の学校で、名前がカタカナですよね、そ
の時点でみんなと違っていたでしょ。
ススサン	 ミャンマーだよ、というのは言うんですけど
難民だよとまでは言ってないです。
ギュン	 もちろんそうなんですけど、ルーツのことに
は毎日触れていると思うんですけど、そういう時は何
と言っているんですか？ミャンマーですよ、ってそれ
だけですか？それとも、ミャンマーだけどみんなと一
緒だよとか。
ススサン	 名前を言わなかったら、外見だけでは日本人
だと思われていて、名前を言ったら「は？外国の
人？」「うん、ミャンマーなんだよね」みたいな。
ギュン	 僕もまったく一緒です。僕も大学の最初のと
き、サークルで自己紹介するときに、それまでは普通

に話しているんですけど、「名前はギュンです」と言
うと「え？」となる。
宮下	 三人とも「日本人です」と言われたらそう見
えますからね。
リアン	 私は、見てはわからないですが、日本語を話
すと上手ではないので「えー？」となります。
ギュン	 僕も長時間話していると分かっちゃいます。
ちょっとした時間ならなんの違和感もないけど、長時
間話している時に「あー、」みたいになる。
宮下	 でも、みんな自分のルーツはミャンマーだと
思っているんでしょう？

そのミャンマーというルーツは、今後どんなふうに、
自分の周りにいる人たちにアピールしていきますか。
みんなミャンマーのことをどれくらい知っている？
ススサン	 今、ミャンマーって言ったら、政情不安で大
変だよねえとか言われるから。自信を持って「ミャン
マーだよ」って言いたいけど、悪いニュースばかりだ
から、ちょっと踏みとどまるというか…。
宮下	 ほかのみんなもそうですか？
ギュン	 そうですね。アウンサンスーチー（1991年、
ノーベル平和賞受賞者）しかいないですね、誇りを
持って言えるのは。英語の教科書に出てくるんですよ。
あ、これは私の国の人だよって言えるんですけど。そ
れしかないんです。あとはクーデターとか紛争とかし
かない。
宮下	 まあ、そうかもしれないけど、それだけじゃ
なく長い歴史があるじゃない。
ギュン	 長いですけど知らないので、何も誇りを持て
ないのが現状です。
宮下	 そこらへんをどう考える？　今の状態でいい
のか、それとも自分のルーツをもっと掘り下げたいと
思うのか。
ギュン	 僕はある時、大学の構内でアメリカ人留学生
が堂々と歩いているのを見て思ったんです、この人た
ちは自分がアメリカ人であることに誇りを持って歩い
ているんだなと。アメリカって国は、めっちゃいいよ
ねと思いました。ちゃんとしっかりしていて、自分の
国に誇りを持って歩けてるんだなと。自分の国もそう
したいなと思いました。誇りを持てて成長できる国、
成長している国であってほしいなと。自分の国がもっ
としっかりしてたらなあと思うことがたまにあります。
リアン	 私の周りは留学生とかが多くいますが、彼ら
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と私が違うのは、その人たちは自分の意志で国を出て、
文化が好きな日本に行きたいとか自分で選んで留学し
てきた。でも私たちは選べませんでした。自分のルー
ツは好きだけど、愛せない。好きになれない。一緒に
勉強している留学生、アメリカ人とかは、自分の国を
出ているのに誇りがある。アメリカ人は私たちのよう
に自分のルーツを考える必要がないんです。日本が好
きだから日本に来ている。私たちはルーツを考える必
要があるのか？というと、私の場合は、両親がミャン
マー人のチン人だけど、今までは周りに「難民」が多
かったから「ミャンマー人」というより「難民」だと
いう思いの方が強いです。

	 4	 夢

宮下	 これまで、それぞれの想いをお聞きしました、
これからの日本も変わって行くだろうと思うのだけど、
皆さんの将来についてお話を聞かせてください。将来
の夢でもいいし、自分の10年後、20年後を思い描いた
時にどうなっていたい、みたいなことを教えてくださ
い。
ギュン	 近い将来はエンジニアリングのスキルを習得
しています。10年、20年後は、今の自分が勉強してい
ることを実用または応用しています。母国はもちろん、
日本の社会に何らかのことで貢献しています。…とい
うようなことを思い描いています。
宮下	 ギュン君の場合は今大学生でしょ。学部が終

わった後に大学院まで行くことも考えていますか？
ギュン	 現在は、大学院に進学したいと考えています。
宮下	 まずは日本でスキルを身につけて、その先に
あるのはミャンマーということですか？
ギュン	 いや、そういうわけでもなくて、自分は天才
ではないので、僕みたいな人で少し摩擦を感じている
人を助ける程度です。僕もまだはっきりと見えていな
いのですが。
リアン	 これから10年20年先のことですよね。私は何
歳になっているんだろう。ゼミの先生が私にいつも
言っていたのは、周りの人に役立つ人になりなさい、
です。ミャンマーのカチンの人の役にも立ちたいけれ
ど、問題がまだ見えない。今自分の目の前に見えるこ
とを一つ一つ解決しながら進みたいです。ここにいる
皆さんはご存知だと思いますが、『自分の夢を口に出
したら風に飛んでしまう』という言い伝えがあるので、
今は言わない方がいいかな（笑）
宮下	 なるほど。でも、リアンさんが抱いているイ
メージは伝わりました。
ススサン	 私はお二方のように偉大なことは言えないん
ですけど、日本に育って日本に救われてきているので、
日本社会にもまれてそこで自分の役割を果たし、貢献
したいなという気持ちがあります。ミャンマーの国を
より良くしたいとか、そういう気持ちはありますが。
実際にできるかと言ったらそうではないと思っている
ので、日本に感謝して貢献したいです。
リアン	 私も同じで、先日、大阪万博のカナダ館で自
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分の体験の講演をしました。前は怖くてできなかった
のですが、自分が本当に役に立つなら行動したいと
思っています。いろんな財団と繋がったり、国際会議
で日本の難民支援のことを発表したりしました。難民
は日本だけの問題ではなくて、世界中の問題です。難
民としてミャンマー人だけを手伝うのではなく、いろ
いろな難民たちと会って良いアイディアを出しあって、

物事を進めていくことをしたいです。
宮下	 三人三様で、持っている力は全然違うんだけ
ど、それぞれの力を伸ばしていけば繋がるところも出
てくるし、それがまた新しい力になると思います。

これからも、自分の持っているものを大切にしての
ばしていってください。

公益財団法人JELAの奨学金	

公益財団法人JELAには、「フィロクセニア奨学金」「RVEP（難
民専門学校教育プログラム）」の二種の奨学金制度があります。
前者は、難民認定申請中の人も受給可能な奨学金で、専門学校
から大学院まで、日本国内における学問探求やキャリア構築を
目指す方々を支えます。後者は、UNHCR、公益財団法人ウェ
スレー財団と共に運営する奨学金制度で、認定難民の専門学校
進学を支援します。いずれも修業年限までの学費全額支給（年
間上限120万円）を原則とし、財団職員による定期面談等のケ
アもあるので、卒業まで安心して勉学に励むことが出来ます。一
人でも多くの難民の方が尊厳をもって経済的に自立した生活を
送れるように、これらの奨学金を運営しています。

●	これまでの奨学金の支給実績
2020年の開始以来、フィロクセニア奨学金は、13名の難民の
方の専門学校、大学、大学院の進学を支援してきました。（2001
年設置の前身の奨学金制度を含めると、支給人数は30名以上。）
進学先は、各地の日本語学校、足利大学・大学院、医療創生大
学、中央大学大学院、日本体育大学、早稲田大学大学院などで、
分野も工学、医療、法律、教育、国際情勢など多岐に渡ります。
学生の出身国は、ウクライナ、シリア、ミャンマーなどです。
2021年に開始されたRVEPは、14名の認定難民の方の専門学
校進学を支援してきました。進学先は、服部栄養専門学校など
の調理師学校、日本電子専門学校などのIT技術系、日本分析化
学専門学校などの薬学系、他美容系など多種多様で、イエメン、
ウクライナ、シリア、ミャンマー出身の学生を支援しました。

●	奨学生の進路

フィロクセニア奨学金は、学部進学生が大半であることから、
卒業と共に就職に結びつく奨学生は少ないですが、若干名なが
ら日本企業に就職し活躍している修了生がいます。他、他団体
の奨学金で修士課程へ進学する学生も若干名おり、本奨学金は
難民奨学生の良いキャリアパスともなっています。
RVEPは、就職を前提とした専門学校での資格取得等を目的と
した奨学金のため、修了した学生の大半が優良企業に就職して
活躍しています。

●	将来に向けて

いずれの奨学金も制度化して間もないため、現時点の実績は限
られますが、今後修了生も多く輩出される中、認知度も高まる
ことを期待しています。より多くの前途ある難民の学生を支援出
来るよう、採用枠の拡充は継続的に検討・対応されることと考
えています。

国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）	
駐日事務所の奨学金

UNHCR難民高等教育プログラム（RHEP）は、日本で暮らす難
民の背景を持つ方々に、日本の大学・大学院での高等教育の機
会を提供する奨学金制度です。全国15のパートナー大学と連携
し、大学からの学費・生活費支援に加えて、NGOによる日本語
学習やキャリア支援、個別カウンセリングなどのサポートも行っ
ています。本人の努力と可能性が最大限に活かされ、教育を通
じて自立と社会参加が実現されることを目指した本取り組みは、
多様性や難民の包摂が当たり前となり、難民の方々が尊厳を持っ
て暮らせる共生社会の実現にもつながると考えています。

●	これまでの奨学金の支給実績
2007年の開始当初は関西学院大学1校のみでの実施でしたが、
現在は全国15大学が参画するプログラムへと発展しました。こ
れまでに累計120名以上が入学し、出身はシリア、ミャンマー、
アフガニスタンなど約20か国・地域に及び、無国籍の学生も含
まれます。2025年度も多様な背景を持つ学生が選考を経て入
学しました。大学やNGOなどの支援団体と連携しながら、難民
の学生が安心して学びに集中し、将来を描ける環境づくりに努
めています。

●	奨学生の進路
卒業生は、国内の企業への就職、起業、さらなる進学（東京大学、
早稲田大学等）など、様々な分野で活躍しており、他の難民のロー
ルモデルとなっています。自身の経験を活かして難民支援活動に
携わる人もいれば、将来は母国の復興に貢献したいと志す学生も
います。「教育は国の再建の第一歩」と語る声もあり、RHEPを通
じた学びが、個人の未来と社会への貢献を同時に拓いています。
彼らの進路の選択の可能性は、希望の連鎖を生んでいると実感し
ています。

●	将来に向けて
将来RHEPへの出願を検討している方々や、彼らを支える教育機
関・支援者への情報提供の充実に力を入れていきます。2025年
はオンラインで初めてプログラム説明会を実施し、受験希望者
や支援団体など約90名から関心をお寄せいただきました。さ
らに、難民の多様な教育ニーズに応えるべく、公益財団法人
JELA​、公益財団法人ウェスレー財団とともに、2020年に難民
専門学校教育プログラム（RVEP）も立ち上げました。今後は、
大学・専門教育の双方を含む支援体制の強化を通じて、誰もが
学びの機会を得られる環境づくりを進めていきます。また、この
ような教育分野における連携を通じて、日本社会での持続可能
な難民支援の「輪」が徐々に広がっていくことを期待しています。

26



NO3は「硝
しょう

酸
さん

塩
えん

」
NH4は「アンモニウム」…

いい人
ひと

ばかりで 
楽
たの

しい

こっちも順
じゅん

調
ちょう

！

大
だい

学
がく

で覚
おぼ

えたこと
ちゃんと活

い
かせてうれしい

…なんかさ

うん？

勉
べん

強
きょう

した甲
か

斐
い

が
あったねえ

それぞれの
規
き

格
かく

値
ち

は……

よし
合
あ

ってる

ルインお待
ま

たせー！

製
せい

造
ぞう

ラインの方
ほう

はどう？ だいぶ慣
な

れた

お疲
つか

れ、ピョウ

俺
おれ

も今
いま

来
き

たとこ

あ！
もうこんな時

じ
間
かん

！

FWEAP Ai No.49/27



こんな平
へい

和
わ

な時
じ

間
かん

を
過
す

ごせるなんてねえ

本
ほん

当
とう

だね

夢
ゆめ

みたい

紛
ふん

争
そう

や政
せい

治
じ

的
てき

不
ふ

安
あん

で祖
そ

国
こく

を逃
のが

れ 
行
ゆ

き場
ば

を失
うし

った避
ひ

難
なん

民
みん

を 
定
てい

住
じゅう

受
うけ

入
いれ

国
こく

が保
ほ

護
ご

する 
第
だい

三
さん

国
ごく

定
てい

住
じゅう

制
せい

度
ど

日
に

本
ほん

は難
なん

民
みん

の保
ほ

護
ご

を担
たん

当
とう

する
国
こく

連
れん

難
なん

民
みん

高
こう

等
とう

弁
べん

務
む

官
かん

事
じ

務
む

所
しょ

 （UNHCR）
の要
よう

請
せい

を受
う

け

ルインと妻
つま

のピョウ、息
むす

子
こ

のケンも
その制

せい

度
ど

に助
たす

けられて
「みらい」 を探

さが

し求
もと

めて日
に

本
ほん

に来
き

た

平
へい

成
せい

22 （2010）年
ねん

から 
第
だい

三
さん

国
ごく

定
てい

住
じゅう

制
せい

度
ど

での難
なん

民
みん

受
うけ

入
い

れを開
かい

始
し

、 
令
れい

和
わ

6 （2024）年
ねん

度
ど

までに 
120世

せ

帯
たい

300人
にん

以
い

上
じょう

を受
う

け入
い

れた。

3つ決
けつ

断
だん

のその先
さき

へ3つ決
けつ

断
だん

のその先
さき

へ3つ決
けつ

断
だん

のその先
さき

へ3つ3つ決決
けつけつ

断断
だんだん

のそののその先先
さきさき

へへ
～ある第

だい

三
さん

国
ごく

定
てい

住
じゅう

難
なん

民
みん

夫
ふう

婦
ふ

が描
えが

いた未
み

来
らい

図
ず

～～ある第
だい

三
さん

国
ごく

定
てい

住
じゅう

難
なん

民
みん

夫
ふう

婦
ふ

が描
えが

いた未
み

来
らい

図
ず

～～ある第
だい

三
さん

国
ごく

定
てい

住
じゅう

難
なん

民
みん

夫
ふう

婦
ふ

が描
えが

いた未
み

来
らい

図
ず

～～ある～ある第第
だい

三三
さん

国国
ごく

定定
てい

住住
じゅう

難難
なん

民民
みん

夫夫
ふう

婦婦
ふ

がが描描
えがえが

いたいた未未
みみ

来来
らいらい

図図
ずず

～～

28



ルインは
ミャンマーのバゴーで
学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

食
しょく

料
りょう

雑
ざっ

貨
か

店
てん

を経
けい

営
えい

幸
しあ

せな生
せい

活
かつ

が
�始
はじ

まるはずだった…

…ひどいなあ
あんなに小

ちい
さい子

こ
まで

地
ち

方
ほう

じゃ自
じ

分
ぶん

の子
こ

供
ども

を
人
ひと

買
か

いに売
う

ったり
軍
ぐん

に入
にゅう

隊
たい

させてるんだって？ 

あの子
こ

たちもそうなのか

シッあまり見
み

るな

俺
おれ

たちも
強
きょう

制
せい

労
ろう

働
どう

させられるぞ

大
だい

学
がく

にいた時
とき

聞
き

いた事
こと

がある

……

おい！

ミャンマー軍
ぐん

だ！

が

大
だい

学
がく

を卒
そつ

業
ぎょう

した
ばかりの
ピョウと知

し

り合
あ

い

二
ふたり

人は結
けっ

婚
こん

強
きょう

制
せい

動
どう

員
いん

か…



貧
まず

しい山
さん

村
そん

では
子
こ

どもたちを
学
がっ

校
こう

に通
かよ

わせず

子
こ

どもたち、
勉
べん

強
きょう

してないから
民
みん

族
ぞく

の言
こと

葉
ば

しか知
し

らなくて

そんな子
こ

たちは 
親
おや

になって子
こ

どもを産
う

んでも 
出
しゅっ

生
せい

届
とどけ

すら出
だ

さないの

いいね！
それすごく良

い
いよ

ピョウ！

一
いっ

緒
しょ

にやろう　
僕
ぼく

も協
きょう

力
りょく

するよ！

誰
だれ

もそんなものがあるって事
こと

も 
その意

い
味
み

も知
し

らないから

私
わたし

、山
さん

村
そん

の子
こ

どもたちに
ミャンマー語

ご
と勉
べん

強
きょう

を教
おし

えたい

そういう活
かつ

動
どう

してるNGO に入
はい

って
少
すこ

しでも何
なに

か力
ちから

になりたい

ねえルイン

そんな「存
そん

在
ざい

しない子
こ

」 たちは

ミャンマー語
ご

の読
よ

み書
か

きや
計
けい

算
さん

ができないせいで 
いいように使

つか
われて

行
ぎょう

政
せい

に守
まも

ってもらえず
簡
かん

単
たん

に人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

されたり
軍
ぐん

に連
つ

れていかれたり

どれだけ働
はたら

いても
 結
けっ

局
きょく

貧
まず

しいままで…

負
ふ

のループから
ずっと抜

ぬ
け出

だ
せない

小
ちい

さいころから
農
のう

作
さ

業
ぎょう

や家
か

事
じ

をさせて

大
おお

きくなると出
で

稼
かせ

ぎに出
で

して
仕
し

送
おく

りをさせたりしてるって
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二
ふたり

人はNGO 活
かつ

動
どう

に加
くわ

わり
山
さん

村
そん

を回
まわ

って

子
こ

どもたちに読
よ

み書
か

き
おとなたちに子

こ
どもの人

じん
権
けん

を
教
おし

える活
かつ

動
どう

を始
はじ

めた

遊
あそ

びじゃありません
読
よ

み書
か

きの勉
べん

強
きょう

は大
だい

事
じ

です！

オイお前
まえ

ら 遊
あそ

んでないで
畑
はたけ

手
てつだ

伝えよ

大
おお

きくなった時
とき

絶
ぜっ

対
たい

必
ひつ

要
よう

ですから…

文
も

字
じ

なんか覚
おぼ

えたって
腹
はら

はいっぱいにならん！！

皆
みな

元
げん

気
き

だねー！

こちらのお子
こ

さんは
そろそろ学

がっ
校
こう

かな？

ほれ、こうして

耳
みみ

を掴
つか

めるようになったら
学
がっ

校
こう

に行
い

く歳
とし

なのさ

え？！
いやいやそんな

歳
とし

？ さぁいくつ
だったかねえ… 役

やく
所
しょ

に
届
とど

けてないからね

えーっと
この子

こ
の歳

とし
は…

ハハハまだまだ

学
がく

が無
な

くても
俺
おれ

たちは
全
ぜん

然
ぜん

困
こま

ってないぞ

はぁ？

人
ひと

手
で

が足
た

りないんだ

えー だって…
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まあ
学
がっ

校
こう

なんかいかなくても
どうにかなるし

このままじゃ
存
そん

在
ざい

しない
子
こ

どもになってしまう

ミャンマーは
貧
まず

しいままなどころか
もっと駄

だ
目
め

になる

それより
早
はや

く稼
かせ

ぐ事
こと

を
覚
おぼ

える方
ほう

が大
だい

事
じ

よ

どうにかしないと…！

これは困
こま

ったぞ

この人
ひと

たちは
教
きょう

育
いく

を受
う

けられなかった
せいで

勉
べん

強
きょう

がなぜ必
ひつ

要
よう

なのかすら
分
わ

からないんだ…

親
おやじ

父さん！
あの子

こ
どうしたんだい

将
しょう

来
らい

は将
しょう

校
こう

にも
してやるってさ

すげえよなあ
よかったなあ
これでワシらも金

かね
持
も

ちだ

ちがう！
だまされる！

うん
あの軍

ぐん
人
じん

さんがな

子
こ

どもを入
にゅう

隊
たい

させれば
いいものくれるって
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…最
さい

近
きん

村
むら

のやつらに要
い

らぬことを
吹
ふ

き込
こ

んで回
まわ

っている
ボランティアがいると
聞
き

いてるがお前
まえ

か！

いえ、
そんなつもりは…！ 

…ルイン

出
しゅっ

生
せい

証
しょう

明
めい

書
しょ

だ
子
こ

どもの学
がっ

校
こう

だと…

農
のう

民
みん

に
教
きょう

育
いく

など不
ふ

要
よう

！

邪
じゃ

魔
ま

を
するな！

子
こ

どもたちには
教
きょう

育
いく

を受
う

ける
権
けん

利
り

がある！

きさまー！！！

私
わたし

はそれを守
まも

る！

い、いいえ
やめません！

軍
ぐん

人
じん

さん
すいません

その子
こ

を
返
かえ

してはもらえませんか

その子
こ

の親
おや

は
勘
かん

違
ちが

いしてるんです

お願
ねが

いですから
今
こん

回
かい

は…



…村
そん

長
ちょう 気

き
持
も

ちはわかるが
このままでは
あんたの身

み
が危
あぶ

ない

ルインたちは人
じん

生
せい

で

1回
かい

目
め

の未
み

来
らい

を決
き

める決
けつ

断
だん

をした

しばらくは
かくれた方

ほう
がいい

なさけない

それどころか
軍
ぐん

に目
め

をつけられた今
いま

2008年
ねん

1月
がつ

ルインとピョウは
ミャンマーを出

しゅっ

国
こく

二
に

週
しゅう

間
かん

かけて
マレーシアに越

えっ

境
きょう

した

身
み

柄
がら

を確
かく

保
ほ

され
強
きょう

制
せい

退
たい

去
きょ

させられないよう
UNHCRに身

み

分
ぶん

登
とう

録
ろく

が
必
ひつ

要
よう

だったが、希
き

望
ぼう

者
しゃ

が後
あと

を絶
た

たず

登
とう

録
ろく

できるまでの4年
ねん

間
かん

、
二
ふたり

人は不
ふ

安
あん

定
てい

な生
せい

活
かつ

に
おびえ耐

た

えねばならなかった

二
ふたり

人がたどり着
つ

いたマレーシアは
難
なん

民
みん

条
じょう

約
やく

に加
か

盟
めい

しておらず
難
なん

民
みん

＝不
ふ

法
ほう

移
い

民
みん

という扱
あつか

いだった

子
こ

どもたちの未
み

来
らい

を
守
まも

りたいのに

私
わたし

と妻
つま

の未
み

来
らい

も危
あや

うい

ここにはいられない

僕
ぼく

には何
なん

の力
ちから

もない
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やれやれ…

やっとUNHCRの
登
とう

録
ろく

ができたのは
よかったけどなあ…

え！
す、すいません

給
きゅう

料
りょう

から
引
ひ

いておくからな！ 

そんな！
先
せん

月
げつ

も半
はん

分
ぶん

しか
もらってないじゃ
ないですか

お前
まえ

の今
こん

月
げつ

の給
きゅう

料
りょう

は
もうないぞ

難
なん

民
みん

の登
とう

録
ろく

ができても
何
なに

も変
か

わらない

…まあほぼ無
む

給
きゅう

で
働
はたら

かされている
知
し

り合
あ

いもいるくらいだ

少
すこ

しでも
給
きゅう

料
りょう

をもらえるだけ
マシかな…

ピョウにも
苦
く

労
ろう

かけるなあ おい！お前
まえ

！

止
と

まれ！

もっと
節
せつ

約
やく

しなきゃ… 

どこで働
はたら

いても
この扱

あつ
いだ

誰
だれ

に向
む

かって
物
もの

を言
い

ってる
警
けい

察
さつ

を呼
よ

んで
お前
まえ

を泥
どろ

棒
ぼう

だと
突
つ

き出
だ

しても
いいんだぞ？！

申
もう

し訳
わけ

ありませんでした…

ふん！

も

おい！
お前

まえ

また
注
ちゅう

文
もん

間
ま

違
ちが

ったな！
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なぜ逃
に

げようとした
こいつ
マレー人

じん
じゃないぞ 

ミャンマー人
じん

か

不
ふ

法
ほう

滞
たい

在
ざい

者
しゃ

め！
取
と

り調
しら

べるから
警
けい

察
さつ

署
しょ

まで来
こ

い！

わ、私
わたし

は何
なに

も
悪
わる

い事
こと

はしてません！

ミャンマー人
じん

は
この国

くに
にいるだけで

迷
めい

惑
わく

なんだよ！

え…？

さっさと金
かね

を出
だ

せ

やっとの思
おも

いで
国
くに

を出
で

たのに

もうすぐ子
こ

どもも
生
う

まれるっていうのに
マレーシアでは定

てい
住
じゅう

は望
のぞ

めない

ただいま…
おかえり、ルイン！

子
こ

どもを幸
しあわ

せに育
そだ

てるなんて
とうてい無

む
理
り

だ

どうすればいいんだ…
ミャンマーにも帰

かえ
れない

これじゃ全
ぜん

然
ぜん

変
か

わらないじゃないか

…ふん なんだ
これっぽっちか
シケてんなあ

今
きょう

日は許
ゆる

してやるが
今
こん

度
ど

会
あ

ったら強
きょう

制
せい

送
そう

還
かん

だ
それは
マレー人

じん
の金
かね

だ！…おい
お前

まえ
いくら持

も
ってる

難
なん

民
みん

登
とう

録
ろく

証
しょう

も
持
も

っています！

え？！

逃
に

げてません

ミャンマー人
じん

は
さっさと国

くに

に帰
かえ

れ
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本
ほん

当
とう

か！？ 

そうだな

二
ふたり

人は2回
かい

目
め

の未
み

来
らい

を決
き

める決
けつ

断
だん

をした

2015年
ねん

9月
がつ

三
さん

人
にん

は政
せい

府
ふ

が提
てい

供
きょう

する
初
しょ

動
どう

支
し

援
えん

を受
う

けるため

難
なん

民
みん

事
じ

業
ぎょう

本
ほん

部
ぶ

 （RHQ）の
RHQ支

し

援
えん

センターに入
にゅう

所
しょ

した

ルインとピョウは
生
う

まれた息
むす

子
こ

のケンを連
つ

れ
第
だい

三
さん

国
ごく

定
てい

住
じゅう

制
せい

度
ど

で来
らい

日
にち

した

うん…うん

日
に

本
ほん

に行
い

こうルイン！

ここが日
に

本
ほん

か…！

ここでこの子
こ

を
立
りっ

派
ぱ

に育
そだ

てていこう！

頑
がん

張
ば

ろう三
さん

人
にん

で！

うん！

ねえ聞
き

いて！
UNHCRから電

でん
話
わ

が来
き

たの
日
に

本
ほん

政
せい

府
ふ

の面
めん

接
せつ

を
受
う

けないかって！

生
う

まれてくる
この子

こ
のためにも！

また新
あたら

しいところに
行
い

くのは不
ふ

安
あん

だけど

行
い

こう日
に

本
ほん

へ！

私
わたし

たちなら絶
ぜっ

対
たい

大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

！

日
に

本
ほん

に定
てい

住
じゅう

できるって！



この日
に

本
ほん

語
ご

は
「みらい」 と読

よ
みます

RHQは皆
みな

さんに
日
に

本
ほん

語
ご

を教
おし

えます

皆
みな

さんは
新
あたら

しく身
み

に付
つ

けた
日
に

本
ほん

語
ご

を使
つか

って仕
し

事
ごと

をして
日
に

本
ほん

で生
せい

活
かつ

を始
はじ

めます
様
さま

々
ざま

な困
こん

難
なん

はあるでしょうが
学
まな

び、努
ど

力
りょく

する事
こと

をあきらめなければ

望
のぞ

む「みらい」 をつかむことが
きっとできます

自
じ

分
ぶん

の「みらい」 を作
つく

るのは
自
じ

分
ぶん

なのです

すごい！すごいぞ

この国
くに

は努
ど

力
りょく

すれば
報
むく

われるんだ！

ああ、日
に

本
ほん

に来
き

て良
よ

かった
決
けつ

断
だん

は間
ま

違
ちが

っていなかった

その日
ひ

から6か月
げつ

間
かん

二
ふたり

人は必
ひっ

死
し

に日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

と
生
せい

活
かつ

ガイダンスに取
と

り組
く

んだ

おかげで日
に

本
ほん

語
ご

の読
よ

み書
か

きや
言
こと

葉
ば

はめきめきと上
じょう

達
たつ

し

仕
し

事
ごと

や定
てい

住
じゅう

地
ち

も決
き

まり
三
さん

人
にん

の日
に

本
ほん

での生
せい

活
かつ

が
始
はじ

まった

仕
し

事
ごと

を用
よう

意
い

します

この日
に

本
ほん

には貴
あなた

方たちの祖
そ

国
こく

や
マレーシアでは手

て
に入

い
れられなかった

ものがあります
それが「みらい」 です
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あれ？！
全
ぜん

然
ぜん

違
ちが

う駅
えき

に
向
む

かってる？！

これは
何
なに

が入
はい

ってるんだろ… 
全
ぜん

然
ぜん

分
わ

からん…

いやー
全
ぜん

然
ぜん

まだまだだなー
僕
ぼく

たちの日
に

本
ほん

語
ご

しょうがないわよ
覚
おぼ

えること多
おお

すぎるのよ
ひらがなカタカナ漢

かん

字
じ

…

ともかく！
勉
べん

強
きょう

あるのみ！
私
わたし

たちが普
ふ

段
だん

から
積
せっ

極
きょく

的
てき

に日
に

本
ほん

語
ご

で話
はな

さないと
この先

さき
保
ほ

育
いく

所
じょ

や学
がっ

校
こう

で困
こま

るしね！

そうだな！
ケンが日

に
本
ほん

に馴
な

染
じ

んで
沢
たく

山
さん

色
いろ

々
いろ

学
まな

べるように！

よし！頑
がん

張
ば

ろう！！！！
週
しゅう

末
まつ

は日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

！

夜
よる

は新
あたら

しく覚
おぼ

えた言
こと

葉
ば

を
教
おし

え合
あ

う！

おー！！！

ここでなら将
しょう

来
らい

医
い

者
しゃ

や科
か

学
がく

者
しゃ

も夢
ゆめ

じゃない！

うーーーん…

あーまたやっちゃった
車
しゃ

両
りょう

の色
いろ

が
似
に

てるからつい…

やっぱりぱっと文
も

字
じ

が
読
よ

めないと不
ふ

便
べん

だわ…

ん？



そして定
てい

住
じゅう

から5年
ねん

が経
た

った時
とき

、

家
か

族
ぞく

に3回
かい

目
め

の大
おお

きな決
けつ

断
だん

の時
とき

がきた

とうとう
日
に

本
ほん

国
こく

籍
せき

が取
と

れます！

私
わたし

たちが日
に

本
ほん

に定
てい

住
じゅう

して
5年
ねん

経
た

ったので
帰
き

化
か

申
しん

請
せい

ができます！

でも許
きょ

可
か

されて
日
に

本
ほん

国
こく

籍
せき

になれば
戸
こ

籍
せき

ができて
パスポートも作

つく
れるし

公
こう

務
む

員
いん

として社
しゃ

会
かい

に貢
こう

献
けん

する
ことだってできるんだ

皆
みな

さんが難
なん

民
みん

になって
日
に

本
ほん

に渡
わた

り今
いま

の生
せい

活
かつ

を始
はじ

めた
経
けい

緯
い

と日
に

本
ほん

での生
せい

活
かつ

設
せっ

計
けい

を
できるだけ詳

しょう
細
さい

に書
か

いてください

これはどこで
翻
ほん

訳
やく

しましたか

翻
ほん

訳
やく

したものには
必
かなら

ず翻
ほん

訳
やく

者
しゃ

を証
しょう

明
めい

する
必
ひつ

要
よう

があります

ここに住
じゅう

所
しょ

と氏
し

名
めい

を書
か

いて
印
いん

鑑
かん

を押
お

して、
提
てい

出
しゅつ

しなおしてください

はい！
自
じ

分
ぶん

で翻
ほん

訳
やく

しました！！

お子
こ

さんはどこで
生
う

まれましたか？ は、はいいい

可
か

能
のう

なら出
しゅっ

生
せい

証
しょう

明
めい

を
取
と

り寄
よ

せてください。

こちらがケンの
出
しゅっ

生
せい

証
しょう

明
めい

書
しょ

です！！日
に

本
ほん

語
ご

の文
ぶん

書
しょ

で
お願

ねが

いします

その日
ひ

から帰
き

化
か

申
しん

請
せい

に
集
しゅう

中
ちゅう

する日
ひ

々
び

が続
つづ

いた

それじゃ
帰
き

化
か

申
しん

請
せい

に向
む

けて勉
べん

強
きょう

よ！

パパママ
べんきょうスキだねー

おーーー！！！！

へーすごいねえ

それをすると
正
せい

式
しき

に日
に

本
ほん

人
じん

に
なれるんだ

やったー！！

キカシンセー？

ボクたちちがうの？

今
いま

はまだね
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「吉
よし

田
だ

優
ゆう

斗
と

」 かぁ…
我
われ

ながら
かっこいい名

な
前
まえ

だ… 

…ここにきて最
さい

初
しょ

に
RHQ の人

ひと
に言

い
われたさ

僕
ぼく

たちは一
いっ

歩
ぽ

一
いっ

歩
ぽ

自
じ

分
ぶん

の力
ちから

でみらいを
手
て

に入
い

れて来
き

たし 

これからも
そうして行

い
くんだ

学
まな

ぶことやりたい事
こと

を
諦
あきら

めないでいられるって
本
ほん

当
とう

に幸
しあわ

せな事
こと

だ

真
ま

面
じ

目
め

に働
はたら

いて
日
に

本
ほん

に恩
おん

返
がえ

しがしたい

『「みらい」 を作
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第2部
「第5回意見交換会」

日本定住難民
とのつどい

第1部 表彰式典
◇主催者挨拶	 アジア福祉教育財団　理事長　藤原正寛 
◇共催者挨拶	 新宿区長　吉住健一　
◇来賓祝辞	 出入国在留管理庁長官　丸山秀治
	 外務省 総合外交政策局長　有馬 裕
	 （代読：人権人道課長　西村泰子）　
	 UNHCR駐日事務所代表　柏 富美子

◇難民事業本部（RHQ）の活動紹介　難民事業本部長　藤田小織　
◇表彰
	 NING SAN HUAI（ニン サン ホイ）
	 三井物産流通グループ株式会社  物流ユニット 常温共配本部 東北・首都圏運営部 常温市川センター
	 Harmony Sisters Network

◇祝電披露	 内閣総理大臣　文部科学大臣　厚生労働大臣

第2部 意見交換会 ―難民コミュニティとともに―

◇テーマ
	『難民コミュニティと地域コミュニティとの関わり合い Vol.2』
	 ファシリテーター：
　 NPO法人多文化共生マネージャー全国協議会　代表理事　土井佳彦

第3部 交流会

2025年11月30日（日）、新宿区との共催で「第46回日本定住難民とのつどい」を
JICA地球ひろば（東京都新宿区）で開催しました。日本に定住する難民の方や支援関係者・自治会など
150名以上の参加を得て、難民コミュニティの活動が地域社会とつながる貴重な機会となりました。

2025年11月30日（日）
会場：JICA地球ひろば
主催：公益財団法人アジア福祉教育財団
共催：新宿区
後援：難民対策連絡調整会議、出入国在留管理庁、
	 文部科学省、厚生労働省、外務省、
	 UNHCR駐日事務所、東京都

表彰式典では、主催者および共催者の挨拶、来賓
祝辞の後、定住難民の社会包摂に尽力したNING 
SAN HUAIさん、定住難民の雇用・就労に貢献する
三井物産流通グループ株式会社常温市川センター、
ムスリム難民女性や子どもの社会参画の機会拡大に
貢献する支援団体 Harmony Sisters Networkを表彰
しました。受賞者からのスピーチとメッセージ動画が
披露され、会場は温かい拍手に包まれました。

第2部は、難民コミュニティの代表、難民支援団体、
地方自治体関係者が一堂に会し、「意見交換会－難民
コミュニティとともに Vol.2－」を開催しました。
テーマは「難民コミュニティと地域コミュニティとの
関わり合い」です。NPO法人多文化共生マネージャー
全国協議会の土井佳彦代表理事をファシリテーター
に迎え、①防災、②子どもの教育、③居場所づくり
について、難民コミュニティとホストコミュニティの
関係者が今の活動内容やうまくいったこと、難しかっ
たことについて意見を交わし、今後どのように地域で
協力し合えるかを共に考えました。

プログラム第 1部 表彰式典

第46回

第1部
「表彰式典」

意見交換会第 2部

つどいの様子は
YouTubeより
ご覧下さい
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難民定住者

プロフィール 　第三国定住制度による難
民の受け入れにより2017年来日。継続的に
日本語学習に取り組み、高めた日本語力を
職場でいかんなく発揮して、上司や同僚か
ら高い評価を受けている。また、難民当事
者とホスト社会による意見交換会での発表
や、日本政府が製作する広報ビデオに出演
するなど、日本社会が難民を適切に保護す
るための活動に協力を惜しまない。

NING SAN HUAI
ニン サン ホイ

自信をもって働くために
―受賞おめでとうございます。

ありがとうございます。自分が日本語を話し、日本
で働いていることが、今も夢のようです。仕事を頑
張ってきたこと、難民の人たちのために自分ができる
範囲でやってきたことが評価されたのだと思います。
でもそれは私だけの力ではありません。いつも私を支
えてくれる主人と、働く場所を与えてくれたユニクロ
のおかげです。今日も店長から「頑張ってください
ね」とメールをいただき、しっかり頑張らなきゃと思
いました。
―販売員のお仕事をされているんですよね。

はい。2017年に日本に来て、6 ヵ月間RHQ支援セン
ターで日本語などを勉強した後、すぐに働き始めまし
た。最初の頃はお客様から声をかけられるのが怖く
て、悲しくて泣いたこともあります。でも、もっと日
本語を勉強して1人で説明できるようにならなきゃと
仕事に対する気持ちが強くなっていきました。
―いちばん大変だったことは？

やはり言葉が難しかったです。日本語の先生とは
敬語で話をしていましたが、そのまま職場の人と話

すと“丁寧すぎる”と言われて（笑）。それから改め
て日本語を学びました。例えば「めちゃくちゃある」
という言葉は最初意味がわかりませんでした。今も

「それは何ですか？」と質問しながら少しずつ覚えて
います。

特に、入社時からお世話になっているお姉さんのよ
うな人がいるのですが、彼女にLINEの使い方を教え
てもらい、仕事の後や休みの日にLINEでやり取りし
ながら言葉や漢字を教えてもらいました。あと、職場
にミャンマー出身の先輩もいらっしゃって、わからな
い日本語は彼女にたくさん教えてもらいました。今、
自信をもって働けているのは皆さんのおかげです。
―勉強に苦労されている皆さんに伝えたいことは？

日本語は難しいけれど、言葉がわからないと何もで
きないので、諦めず頑張りましょう。私が困っている
時に助けてもらったように、私も、困っている人を助
けられるよう、日本語をもっと勉強していきます！

受賞者
紹介

Interview

職場の皆さんからメッセージ

職場の仲間として信頼しています。
一生懸命なサンさんを誇りに思っています。
これからもどんどん活躍してください！
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難民雇用事業主

プロフィール 　第三国定住難民の雇用に
協力し、2017年から2024年まで第三国定
住で来日したミャンマー難民を継続的に雇
用し、現在11名が勤務中。ミャンマー人従
業員を迎えるにあたり職場の慣行を見直し、
常に創意工夫を重ね定着を図っている。ま
た、出産や育児のための休暇取得の促進、
保育所の送り迎えの時間にも配慮した職場
環境を提供している。

三井物産流通グループ株式会社
物流ユニット 常温共配本部
東北・首都圏運営部 常温市川センター
（センター長　海邉　孝）

あちらこちらに見られるミャンマー語の掲示物

出荷指示通りに
商品をピッキングします

職場の成長にもつながる
―皆さんはどんなお仕事をされているのですか？

当センターはコンビニエンスストアへの配送業務を
担っています。昨年、7名のミャンマー出身の第三国
定住難民の方を雇用しました。以前から働いてい
らっしゃる4名と合わせ、現在は11名の方が働いてい
ます。皆さんには、各店舗が必要とする商品のピッ
キングや台車での運搬業務などを行っていただいて
います。1店舗ごとに商品をピックアップしていくの
で、やり方を覚えるのに最初は苦労されている様子
でしたが、1週間くらい経つとだいぶ慣れてきて、日
本人メンバーよりも生産性が高い時もあります。
―職場ではどんな工夫をされましたか？

受け入れ当初は日本語が十分に通じないため、意
思疎通の難しさがありました。そこで、業務を円滑に
進めるために、ミャンマー語の掲示物を作るなど、現
場で様々な工夫を行いました。翻訳アプリなどを
使って「これを伝えたいけれど、これで通じる？」と
彼らに相談しながら一緒に作っていきました。現在も、
誰にでも伝わりやすいように図や絵を使ってコミュニ
ケーションをとるなどの工夫をしています。

―仕事ぶりを実際に見ていていかがですか？
働く意欲をすごく感じます。いろいろな不安がある

と思いますが、前向きに一生懸命働いてくれています。
今では、どこかで仕事が追い付かない時には「手伝っ
てもらってもいい？」と言われるくらい戦力になってく
れています。日本人だけだとどうしても阿吽の呼吸に
頼りがちですが、思っているだけでは伝わらないこと
を、彼らを通して学びました。職場の仲間同士で業務
の相談をし合うなど、以前よりも対話やコミュニケー
ションをはかる機会も増えたように思います。
―雇用を考えている方に一言お願いします。

皆さん必死に生きてこられた方たちですから、慣れ
てくだされば戦力になってくれると思います。異なる
文化や背景を持つ方々とともに働くことで新たな視点
と活力が生まれ、職場も成長できると思います。

受賞者
紹介

Interview

従業員の皆さんからメッセージ

妻も安心して子どもを産めます。
この仕事ができて楽しいです。
子どもを大学に行かせたいです。
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支援団体

プロフィール 　2020年の設立時より、日
本社会で孤立しがちなムスリム難民女性
や子どもを対象に、多言語相談、学習支援、
健康講座、交流活動などを行っている。近
年は、ロヒンギャ民族の理解を深めてもら
うための講演会や親子学習会など複数のプ
ロジェクトを展開。様々な取り組みにより支
え合いの循環を広げ、難民の社会参画の
機会拡大に寄与している。

Harmony Sisters Network
（代表　春成カディージャ）

支援する側として活躍
―活動を始めたきっかけは？

2006年末に難民当事者の夫の呼び寄せで来日しま
した。東京には支援団体などがたくさんあり、言葉を
学べば移動の不便もありません。でも、地方ではロ
ヒンギャの女性たちは悩みを抱え、家からあまり出な
いように暮らしている…。そのことに大きなショック
を受け、何か力になりたいと思いました。

彼女たちのいちばんの問題は言葉の壁です。日本
語ができないから病院に行っても症状を伝えられな
いし、子どもの学校のことも理解できない。そこで、
病院への付き添いや、学校の面談での通訳、子ども
たちの宿題のサポート、役所や学校から届くお知ら
せの説明など、日常の小さな支援をしてきました。

学習支援は、自宅で6人の子どもに勉強を教えた
のが始まりです。当時は私1人で、時間もお金も休
みもない中、必死で続けてきました。そうした小さ
な支援の積み重ねでネットワークが広がり、2020年
にHarmony Sisters Networkを立ち上げました。今
では30人の女性が関わるコミュニティに成長しました。

―現在はどんな活動をされていますか？
言葉や文化の壁を越えて安心して暮らせる社会を

つくりたいという思いから、女性たちの日本語教室や、
子どもたちが母国の言葉と文化を学ぶクラス、そして
地域の皆さんとつながる交流会などを開催しています。

難民当事者が中心となり、支援を受けた人が次は
「支援する側」になって言葉や歌、踊りを教えていま
す。皆がそれぞれ役割を担っています。
―今後の目標を教えてください。

活躍を望む女性が上級レベルの日本語を学べる機
会をつくることと、二世代のリーダーをつくることが
私の夢です。また、子どもたちが国際人として育つよ
う学習支援にも力を入れています。自分の人生だけ
でなく、みんなのことも考えていく責任が人間にはあ
るということを伝えていきたいと思っています。

受賞者
紹介

Interview

「女性達の健康と体」講演会

スタッフの皆さんからメッセージ

・�・�母語と文化を学ぶクラスをしています。日本語は難しい
けれど、みんなで相談し合うのも楽しいです。

・�・�週に1回ほど日本語教室を担当しています。みんな真面
目に勉強しています。自立した女性になりたいです。

・�・�ミャンマー語の先生をしています。みんな自分ができる
言葉でお互いに教え合っています。ロヒンギャの子どもたちと

東京大学訪問
館林の日本語教室
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共催者挨拶

来賓祝辞

新宿区長　

吉住健一

出入国在留管理庁　長官　

丸山秀治

外務省　総合外交政策局長　

有馬 裕
（代読：人権人道課長 西村泰子）

UNHCR駐日事務所　代表　

柏 富美子

第1部
「共催者挨拶／来賓祝辞」

詳細はコチラ

本日、難民の方々の受入れに携わる皆様の御尽力
の下、第46回「日本定住難民とのつどい」が開催さ
れるに当たり、心からお慶び申し上げます。

今から40年以上前に、インドシナ難民の受入れが
開始されて以来、日本は、様々な事情から難を逃れ
て来日した難民の方々を受け入れています。言葉、
文化、生活環境が異なる中での苦労を乗り越え、日
本で自立した生活を送り、活躍されている皆様に、
心から敬意を表します。

近年の世界情勢の中で、人の命、生活、尊厳への
危機に対する社会の連帯が一層求められています。
公益財団法人アジア福祉教育財団を始め、地方公共
団体や事業主の方々、支援団体の方々など、難民の
サポートに当たられている関係者の皆様の御活動に
敬意を表すとともに、心から感謝申し上げます。

本日御出席の皆様の一層の御健勝、御活躍を心か
ら祈念し、私の祝辞とさせていただきます。

内閣総理大臣　高市早苗

祝電の紹介

このほか、文部科学大臣 松本洋平様、厚生労働大臣 上野賢一郎様 からも
お祝いのメッセージを頂戴しました。

第46回「日本定住難民とのつどい」
開催に当たって、ご祝辞、祝電を頂戴
しました。詳細は、ホームページをご覧
ください。
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第2部の意見交換会は、難民コミュニティ、難民支援団体、自治体、自治
会など、合計38名に参加いただきました。

テーマは、「難民コミュニティと地域コミュニティとの関わり合い Vol. 2」
当財団とともに難民当事者の実行委員が企画に参加し、「防災」「子どもの
教育」「居場所づくり」の3つの小テーマを設定しました。

最初に今回のテーマを取り上げる意義や課題感を実行委員会から話した
うえで、7グループに分かれてディスカッション。和やかな雰囲気の中で活
発な議論が行われた後、各グループで話し合われた内容を全員で共有しま
した。

最後に、ファシリテーターのNPO法人多文化共生マネージャー全国協議
会の土井佳彦代表理事から、「今日の対話で終わりではなく、これからどう
していくかが大事。ぜひみんなで一緒に考えていきたい」とのメッセージ
をいただき、今後の連携・協力のきっかけづくりとなる有意義な意見交換
会となりました。

難民定住者との意見交換会
〜難民コミュニティとともに〜

第 2部

多文化共生団体のネットワーク強化や地域
日本語教育、災害の時の外国人支援や、
東海地域難民・避難民のネットワークづく
りに携わるなど幅広い活動を行う。

ファシリテーター
NPO法人
多文化共生マネージャー全国協議会
代表理事　

土井佳彦

•	日本在住ベトナム人協会（VAJ）	
Nguyen Ha KIen Quoc

•	在日ベトナムカトリック共同体
藤田 健一

•	伊勢崎カトリック教会ベトナムコミュニティ
朝倉 平

•	在日カンボジアコミュニティ（CCJ）
八代 まりな

•	カンボジア文化センター
　クメールサマキ協会
須崎 哲男

•	連合在日カンボジアコミュニティ
西村 明

•	PEACE
マリップ センブ

•	難民連携委員会（RCCJ）
Mi Thet Thet San

•	EmPATHy / Japan Bridge
Suzan Husseini

•	Japan Bridge
MAHMOUD ASAAD

•	Syrian Hands
渡 里香

•	Harmony Sisters Network
春成 カディージャ

•	アデイアベバ・エチオピア協会
アベベ サレシラシェ アマレ

•	イーグル・アフガン復興協会
江藤 セデカ

•	アフガニスタン平和の女子会
Sheela Sediqi /Saleha Ebrahimkhel

•	日本ウクライナ友好協会 KRAIANY
Ievtushuk Igor

•	ジャクラの会
ウサーマ ガンナーム

•	EmPATHy
金澤 伶

•	新宿区 地域振興部 多文化共生推進課
櫻本 まり子

•	つくば市 国際都市推進課
鬼塚 宏一

•	佐賀県 地域交流部
　多文化共生さが推進課
西浦 聡子

•	日本外国人協会
シュレスタ ブパール マン

•	鷺宮西住宅自治会
山本 徳太郎

•	芝園団地自治会
大島 隆

•	新宿諏訪町会
白子 君代

•	戸山ハイツ西地区自治会
矢沢 正春

•	小島町二丁目団地自治会
伊藤 栄

•	学生団体S.A.L
廣瀬 万由

•	さぽうと21
矢崎 理恵

•	AAR Japan［難民を助ける会］
櫻井 佑樹

•	パスウェイズ・ジャパン
折居 徳正

•	難民支援協会（JAR）
石川 えり

•	日本国際社会事業団（ISSJ）
石川 美絵子

•	なんみんフォーラム（FRJ）
檜山 怜美

•	葦の会
鯉田 哲子

•	WELgee
山田 禅

•	Welcome Japan
藤井 優花

•	国際日本語普及協会（AJALT）
宮下しのぶ

出席団体一覧

第2部「意見交換会」
詳細はコチラ
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A 防災グループ

防災訓練は、みんなの命にか
かわる重要なテーマ。難民は
若い人が多い。彼らの力が、
周りの高齢者や子どもを助けられる大切な人材になるの
で、周りの人と協力するために横のつながりをつくりたい。
そして、防災意識を通して地域の一員という意識をつくっ
ていきたい。課題は、どのように参加を促し、地域の人た
ちとつながることができるかだ。また、行政の防災情報通
知の仕組みを考えることも課題である。

C 子どもの教育グループ

ミャンマーでは子どもの宿題
のサポート、ベトナムでは実
習生やその家族のための日本
語教室、ネパールでは母国語で学べる教育活動を行って
いる。地域で教育活動をやると信頼度が上がり、活動に
参画してくれる日本のコミュニティや学生が増える。課題
は、公立校の日本語サポートのボランティアが高齢化し、
人数が少なくなっていること。課題解決のためにみんなで
対話し続けていかなければならないと認識した。

E 子どもの教育グループ

家庭に取り残されやすい母親
の日本語力、日本社会への理
解・適応の格差が広がってい
る。学校でも子どもの支援は先生の裁量に任されるため、
それを平均化していく課題を認識した。日本語ができない
親の通訳を担う子どもの課題もある。また、子どもへのア
イデンティティの継承は困難を抱える。各コミュニティで
母語や文化への入り口を広げる活動をしているが、家庭
の巻き込みを含め、地域全体で取り組むことが必要だ。

G 居場所グループ

イスラム女性は、故郷の文化
を伝える文化交流活動を行っ
ている。ウクライナでは、シェ
アスペースで学校を開くための場所を借りている。神奈川
県内には市の協力を得た国際交流ラウンジがあるが、日
本側が働きかけてつくった場所は本当の居場所になるか
を改めて考えたい。戦争などを経験したコミュニティは自
力での居場所づくりが不可能。政府や市町村にも力を貸
してほしい。本当の意味での居場所が増えることを願う。

B 防災グループ

自治会での失敗談と成功談、
能登の災害支援について話を
した。自治会の防災訓練では、
外国人に当事者意識を持って参画してもらうのが難しい。
能登では外国人の課題を押さえられておらず、支援にな
かなかつながらなかった。今後は、遠くの外国人より近く
の外国人コミュニティと顔の見える関係を築くこと、外国
人のキーパーソンをみつけて地域のつながりを広げていく
こと、子どもの頃からの防災教育が大事だろう。

D 子どもの教育グループ

難民当事者の年齢層に合わ
せた課題や必要な支援につい
て話し合った。ロヒンギャの子
どもたちへの学習支援の根っこにある課題は家庭なので、
親への学習支援が必要だ。カンボジアの団体も、大人に
なって来日した人は日本語がわからず、生活や仕事でつら
い思いをしている。18～19歳で来日した子どもは、学費
の問題などで進学が難しい。子ども、大人を問わず、生活
のための日本語教育が無料でできることを願う。

F 居場所グループ

生活サポートに関する課題感、
言葉の壁、宗教や習慣の問
題について話し合った。アフ
ガニスタン女性のコミュニティでは女性のための日本語学
校があり、生活相談の場にもなっている。男性に相談でき
ないという文化を日本社会に理解してもらうことも大切で
ある。外国人が多く暮らす団地からは「子ども同士の交
流が親世代の偏見を減らす」という話があり、「子どもの
つながりって必要だよね」とグループで共感した。

グループディスカッションの内容紹介（要約）
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Global Friendship Festival
難民コミュニティの交流や連携を深めることを目的としたイベント「Global Friendship 
Festival」を2025年11月2日に開催しました。ステージや展示などでそれぞれの文化を紹介
し合うことで楽しみながらお互いを知り、理解を深める機会となりました。

　今回の「Global Friendship Festival」は、ベト
ナム、カンボジア、ロヒンギャ、エチオピア、ウク
ライナなどにルーツを持つコミュニティのメンバー
や支援グループ17団体・約360名が参加しての開催
となりました。初開催だった昨年の5団体・約200名
に比べると今年は規模も参加者も拡大し、より活発
な交流と連携促進をはかることができました。
　お互いを知るために、当日は各コミュニティがパ
フォーマンスの披露や、食文化、伝統文化などの紹
介・展示を行いました。また、国際活動市民中心

（CINGA）にご協力いただき、専門家（行政書士）
を交えた生活相談ブースを設置。参加者の皆さんが

母語で相談できる場所も用意しました。
　本イベントの開催にあたっては、各コミュニティ
の実行委員が毎月オンラインで財団のスタッフとと
もに運営準備を進めてきました。この取り組みは、
同じ日本で暮らす仲間として、共通言語である日本
語を使いながら「お互いを知り、協力していく」実
践の場となっています。

Report 

難民コミュニティ間の交流会

詳しい内容はホームページを
ご覧ください。

自家焙煎したエチオピアコーヒーの提供

参加者全員でウクライナダンスに挑戦

イベントの様子
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　2025年度は、日本語の教育や、文化・母語継承の
ための活動を行う難民コミュニティ16団体に対し、
総額6,980,000円の助成を行いました。
　助成の審査では、地域団体との協働など、すでに
あるリソース（人材、物品、情報など）を組み入れ
る活動を重視しています。また、活動の目標が達成

されるよう、当財団の職員が現場を訪問し、プログ
ラム運営での気づきの点や課題をフィードバックす
るなど、伴走支援を行っています。

日本社会での活躍とアイデンティティの
保持のために

難民や外国にルーツを持つ人々が、共に社会を支えるパートナーとして地域社会に根差してい
けるよう活動費の助成を通じて、課題の解決、アイデンティティの保持、地域社会とのつなが
りを促進しています。

【代表者の声】　週に1回の日本語学習は十分ではないかもしれません。ですが
アフガニスタンの文化的背景から外出や学習の機会が限られてきた女性たちが、
家の外に出て、社会へ踏み出す一歩となることを願って、この教室を開催して
います。

■イーグルアフガン明徳カレッジ（女性の日本語学習・子どもの学習指導） 

難民コミュニティ活動への資金援助
Report 

詳しい内容はホームページをご覧ください。

2025年資金援助16団体の一覧はこちらから
ご覧ください。

NPO法人 イーグル・アフガン復興協会

ウクライナの伝統染色工法「ヴィビイカ」を体験するワークショップ等を開催
することで、戦火を逃れて避難生活を送るウクライナの人々が交流の場を広げ、
自己肯定感や地域社会への参加意欲を高めることを目指しています。

■コミュニティ形成・総互文化理解促進イベント
　（料理教室・文化ワークショップ）

NPO法人 日本ウクライナ友好協会　KRAIANY

■16団体の中の2つの活動について紹介します。
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教育や就労にフォーカスした支援
当財団では、難民や外国にルーツを持つ方々が日本で自立した生活を送るためのサポートの
一環として、教育や就労の課題解決に取り組む難民支援団体に対して資金援助を行ってい
ます。

　日本政府は2010年より第三国定住難民の受入れ
を開始しましたが、日本語の壁などから小・中学校
での学習に困難を抱えるケースが少なくありません。
そこで当財団では、難民の教育活動に実績と知見の
ある社会福祉法人さぽうと21に資金援助を行い、千
葉市内での補習教室の運営を支援しています。
　5年目となる今年度の春には、小学6年生から在籍
していた中学3年生全員が希望する高校へ進学しま

した。現在在籍する
児童生徒も学ぶ楽し
さを実感し、積極的
に学習に取り組んで
います。
　保護者向けのワー
クショップでは、児童生徒の母親らが近年来日した
親たちに助言する場面も見られ、当事者同士が支え
合う場としても機能しています。

　2024年より公益財団法人パスウェイズ・ジャパン
が実施する「アフガニスタン退避者等に対するしご
との日本語講座」に資金援助を行っています。
　アフガニスタン退避者等は日本での生活が長期化

しており、経済的な自立を達成するためには、日本
語力の向上が不可欠です。しかし、日本語力が不十
分なため、就職できてもパートタイムなど不安定な
雇用形態であることなどが課題となっています。こ
の講座を行うことで、日本で安定した仕事をするた
めに必要な日本語が習得できるよう支援しています。

Report 

難民支援団体との連携による支援

プログラムの
内容

● 「しごとの日本語（初中級Ⅰ&Ⅱ）」 　　
● 「N3対策講座」　　● 「フォローアップ講座」

2025年
ワークショップ

● 第1回　 6月「学校生活についてVol.1」
● 第2回　 9月「学校生活についてVol.2」
● 第3回　12月「ミャンマーの子育てって
　　　　　　　　どんなかんじ？」

教育 社会福祉法人 さぽうと21

第三国定住難民児童生徒に対する
補習教室（通称「楽校(らっこう)」）

1

就労 公益財団法人 パスウェイズ・ジャパン

アフガニスタン人退避者等に対する
しごとの日本語講座

2
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International Discussion Forum2025
アジアの国々が抱える社会福祉の課題について、福祉関係者が共に学び、話し合い、各国の現場
の改善につなげていくことを目指して、「International Discussion Forum on Social Welfare」
を開催しています。オンラインでも継続して情報交換を行い、国を越えて信頼関係を築いています。

　2025年度は、インドネシア、タイ、台湾、ネパー
ル、フィリピン、ラオスからそれぞれ2名と、日本
の福祉関係者を合わせた13名が参加しました。
　これまでの交流から、同じアジアでも国によって
状況が大きく違うこと、そして共通の課題でも方法
や制度がさまざまであることがわかってきました。
事前に各国の代表から興味のあるテーマを募ったと
ころ、障がい者や高齢者の介護と社会からの孤立、

Report 

招聘事業

詳しい内容はホームページを
ご覧ください。

2つのグループに分かれて討論

助成：一般社団法人東京倶楽部

足立区花畑団地サロンなごみで
おりがみの交流の様子

被災者への支援、高齢化と気候変動への対応などが
挙げられ、今回はその中から「高齢者の社会的孤立
とその対策」をテーマとして取り上げ、学び合うこ
ととしました。
　フォーラムでは、高齢者の社会参加をどう広げる
か、アートを通じて高齢化や孤立の問題にどう向き
合えるか、高齢者の尊厳を守りながらつながりを取
り戻すにはどうすればよいかといった講義を行い、
グループ・ディスカッションを活発に行いました。
また、東京都足立区で高齢者が活躍している地域活
動を見学・体験し、自国の高齢者プログラムとの違
いを実感していました。
　参加者からは、「学んだことを今後のプロジェクト
や報告書、公的な文書に活かし、自国の取り組みに
役立てたい」という前向きな声も多く聞かれました。
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RHQ Report 

難民事業本部（RHQ）本部事務所は東日本地区の業務を、関西支部は西日本地区の
業務を行っています。RHQ支援センターでは、難民等が日本社会で自立・定住して
いくための定住支援プログラムを実施しています。

2025年 難民支援事業報告
難民事業本部（RHQ） 

	1
	 第三国定住制度による	
難民受け入れ

　2025年度は、第三国定住制度により、マレーシア
及びタイに一時滞在していた難民をRHQ支援セン
ターに前期と後期の2回にわたり受け入れました。
前期コースでは3月に2世帯9名を受け入れ、9月ま
で定住支援プログラムを実施し、神奈川県等で定住
を開始しました。後期コースでは10月に1世帯5名
を受け入れ、2026年3月まで定住支援プログラムを
実施しています。
　第三国定住制度とは、人道支援、国際社会への貢
献の1つで、難民キャンプ等で長期滞留する難民を、
日本等難民条約加盟国に第三国定住という形で受け
入れ、難民問題の恒久的な解決を図るものです。
　日本政府は2010年から第三国定住難民の受け入
れを開始し、15年目にあたる2025年10月までに、タ
イやマレーシア等から合計136世帯337名が受け入
れられました。

	2
	 条約難民、補完的保護対象者に対する
定住支援プログラム

　法務大臣により、難民認定された条約難民とその
家族に、日本で自立した生活を送るために必要な定
住支援プログラムを実施しています。
　2025年度は、アジア、アフリカ、中東出身の条約
難民に対して、定住支援プログラムを実施しました。
　また、2023年12月1日より、条約上の「難民」では
ないものの「難民」と同様に保護すべき紛争避難民
等を確実に保護する制度として、補完的保護対象者
認定制度が開始されました。2024年12月末までに
1,616人が補完的保護対象者として認定されています。
　2023年の閣議了解により、補完的保護対象者への
定住支援の実施が決定され、2024年4月よりRHQ
支援センターにおいて、補完的保護対象者とその家
族のうち希望者に対する初動的な支援として、出入
国在留管理庁の委託を受け、定住支援プログラムが
開始されました。

RHQが実施する事業についての詳細は、
RHQのホームページをご参照ください。
X（旧 Twitter）でも活動を紹介しています。

RHQ HP X（旧Twitter）

　1つめは、難民等の支援にあたり、一人ひとりと真摯に
向き合います。そして、その未来を育むお手伝いをします。
　2つめは、一人ひとりを自立した地域の構成員として日
本社会に包摂していくことをめざします。そして、難民等
が社会の力になることで、日本の未来にも資するように努
めます。

R e f u g e e  A s s i s t a n c e  H e a d　Q u a r t e r s

RHQのスローガン「難民に向き合い未来を築く」には、2つの理念が込められています。
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 難民事業本部（RHQ）

　2025年度からは、条約難民と補完的保護対象者
の定住支援プログラムを合同で行っています。前期、
後期、夜間の3コースを設け、対面とオンラインの2
形式で運営しています。
　RHQ支援センターでは、オンライン授業をクラス
単位のタブレットで管理しています。

条約難民の受講者数

•前期コース：12名
•後期コース：10名
•夜間コース：24名（通年コース）

補完的保護対象者の受講者数

・前期コース：63名
•後期コース：48名
•夜間コース：76名（通年コース）
　

	3
	 難民認定申請者及び補完的保護対象者
認定申請者に対する援助事業

　RHQでは、難民認定申請及び補完的保護対象者
認定申請を行っている人のうち、生活困窮者と認め

られる人に対して、生活費、住居費、医療費の支援
を行っています。住居が無い人への緊急宿泊施設の
提供も継続して行っています。
　難民認定申請者等の増加に伴い、RHQへの保護
申請受付も比例して増加しています。こうした状況
に対応するため、政府とともに対応を進めています。

⃝窓口受付時間：
月曜−金曜（年末年始・祝日を除く）9:30−17:00

⃝フリーダイヤル：
0120-925-357（難民認定申請者専用）

0120-400-250（補完的保護対象者及び補完的 
保護対象者認定申請者専用）

※	英語、フランス語、ウクライナ語で受け付け
ています。

	4	 ウクライナ避難民受入支援

　日本政府は2022年以降、ロシアのウクライナに対
する軍事侵攻によりウクライナ近隣諸国等に避難し
ている者を受け入れることを決め、RHQに本邦での
生活を支援する業務を委託しています。RHQでは、
日本に滞在するウクライナ避難民のうち日本に身寄
りがない方を中心に日本政府が指定する避難民に対
して、生活費や医療費等の支援を実施しました。

	5	 広報・啓発活動

　難民の日本での定住には、政府委託事業として
RHQが実施する事業に加えて、難民の就労、住居の
確保、子どもたちの教育、行政、医療、地域コミュニ
ティ等、生活全般について社会の多くの方々のご理
解とご協力が欠かせません。RHQでは、日本の難民
受け入れ事業の意義について、国民の理解が一層深
まることを願って、国際協力イベントへの参加等広
報・啓発活動に取り組んでいます。また、関西支部
では、教育委員会等と協力して、多文化共生、国際
理解、平和、難民等の地球的課題について、セミナー
等を開催しています。

R e f u g e e  A s s i s t a n c e  H e a d　Q u a r t e r s



3月5日 第三国定住難民第50期（第16陣）後期コース修了式

3月6日 第39回理事会、第34回評議員会

3月18日 補完的保護対象者第2期後期コース修了式

3月19日 条約難民第51期後期コース・条約難民第49期夜間通年コース合同修了式

3月26日 補完的保護対象者第1期夜間通年コース修了式

4月 社会福祉法人さぽうと２1へ第三国定住難民児童生徒の教育支援のための資金援助

4月1日
出入国在留管理庁委託・令和7年度補完的保護対象者等救援業務
及び定住支援業務 開始

1.5

4月4日
条約難民第53期前期コース・夜間通年コース・ 
補完的保護対象者（第3期）前期コース・夜間通年コース合同開講式

4月8日 第三国定住難民第52期（第17陣）前期コース開講式

5月
EmPATHyへ2025年6月 末 開 催 のCRCP（Consultations on　Resettlement and 
Complementary Pathways）に難民当事者として参加、多言語による報告書を作成・
発信活動のための資金援助

5月21日～ 23日
International Discussion Forum on Social Welfare 2025 
インドネシア、ラオス、ネパール、フィリピン、台湾、タイの福祉関係者、各2
名参加

6月 難民コミュニティ 16団体に対する資金援助

6月10日 第40回理事会

6月25日 第35回評議員会

9月
公益財団法人パスウェイズ・ジャパンへアフガニスタン退避者の日本語教育支援
のための資金援助

9月3日 第三国定住難民第52期（第17陣）前期コース修了式

9月11日 条約難民第53期前期コース・補完的保護対象者（第3期）前期コース合同修了式

10月1日 第三国定住難民第54期（第18陣）後期コース開講式

10月2日 条約難民第55期後期コース・補完的保護対象者（第4期）後期コース合同開講式

11月2日 グローバル・フレンドシップ・フェスティバル（GFF）

11月30日
第46回日本定住難民とのつどい  
表彰式典、意見交換会、交流会

2025年 財団の活動
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2025年 2月 井上　透� 10,000円
佐藤　信� 500,000円
井上　志帆子� 2,000円

3月 太田　省三� 50,000円
匿名� 10,000円
川端　章夫� 10,000円
石田　直亮� 10,000円
井上　志帆子� 2,000円

4月 川又　邦雄・桜子� 100,000円
中川　陽一郎� 10,000円
井上　志帆子� 2,000円

5月 藤原　正寛� 300,000円

6月 保田　順和� 25,000円
日引　聡� 100,000円

7月 池田　譲治� 10,000円

8月 井上　志帆子� 2,000円

9月 井上　志帆子� 2,000円

10月 小杉興産（株）� 500,000円
井上　志帆子� 2,000円

11月 井上　志帆子� 2,000円

12月 小泉　和子� 15,000円
乗石　宏� 200,000円
山下　民輔� 30,000円
匿名� 100,000円
井上　志帆子� 2,000円
桒田　由利子� 10,000円

2026年 1月 西山　裕子� 10,000円
由美子　タイヴァース� 10,000円
大吾朗＆ケルシー　タイヴァース� 5,000円
美千子＆ベッキー　タイヴァース� 5,000円
北岡　瑛子� 20,000円
藤原　玲子� 200,000円
井上　志帆子� 2,000円

� （2026年1月現在）

ご芳情とご支援

ご寄付のお願い　�
　日本に定住する難民の支援事業やアジア諸国の福祉関係者を日本に招聘する事業など、当財団が行っ
ている公益目的事業を遂行するために、皆様からのご寄付を歓迎いたします。
　なお、当財団は「公益財団法人」の認定を受けており、寄付金には、税制上の優遇措置が適用されます。

・お問い合わせ先　	 　�アジア福祉教育財団事務局（担当：経理部） 
電話番号：03-3449-0222 / E-mail：info@fweap.or.jp

・銀行振込　	 　�振　込　先：三菱UFJ銀行　広尾支店　普通預金　0228683 
口座名義：公益財団法人アジア福祉教育財団

　	 　※�お振込後、メール（info@fweap.or.jp）にてご住所とお名前、ご連絡先を
お知らせください。寄付金領収書をお送り致します。

・寄付金控除について　	 　�ご寄付は、特定公益増進法人への寄付（特定寄付）に該当し、優遇処置が認
められます。

2025年度　寄付金�
（敬称略）

●基本財産特定寄付
2025年 5月 八千代電設工業（株）� 1,000,000円

11月 匿名� 10,000,000円

2026年 1月 中央自動車工業（株）� 300,000円

●一般寄付

合計　13,558,000円
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財団本部事務局 難民事業本部

本部事務所

評議員会

本    部    長

監     事

事 務 局 長
総    務    部
経    理    部
業    務    部 企画調整課

業 務 課
援 護 課

理 事 会

関西支部 RHQ支援センター

理 事 長

副 理 事 長

公益財団法人 アジア福祉教育財団　機構図

役　員　等　名　簿� 2025年12月1日 現在　

理 事 長 藤　原　正　寛　　〈東京大学名誉教授、元日本経済学会会長〉

副 理 事 長 藤　崎　一　郎 〈日米協会会長、元駐米大使〉

理 事 明　石　純　一 〈筑波大学人文社会系教授〉

今　井　　　環　〈日本相撲協会理事、囲碁将棋チャンネル取締役会長〉

古　城　佳　子　〈東京大学名誉教授〉

佐々木　聖　子 〈入管協会理事、元出入国在留管理庁長官〉

須　田　美矢子 〈キヤノングローバル戦略研究所特別顧問、元日本銀行政策委員会審議委員〉

堀　井　　　巌 〈参議院議員、外務副大臣〉

吉　川　　　洋  〈東京大学名誉教授、財務省財務総合政策研究所名誉所長〉

監 事 奥　田　　　齊 〈元野村総合研究所取締役副社長〉

山　本　滋　彦　〈元野村證券取締役〉

評 議 員 大　林　　　宏 〈弁護士、元検事総長〉

上　川　陽　子 〈衆議院議員、元外務大臣〉

河　村　潤　子 〈国立教育政策研究所名誉所員、元日本芸術文化振興会理事長〉

北　岡　伸　一 〈国際協力機構特別顧問、東京大学名誉教授〉

杉　山　淳　二　〈元新生銀行取締役代表執行役会長〉

鈴　木　俊　一 〈自由民主党幹事長、元財務大臣〉

鈴　木　俊　彦 〈日本赤十字社副社長、元厚生労働事務次官〉

内　藤　尚　志 〈地方公共団体金融機構理事長、元総務事務次官〉

羽　田　恵　子 〈元在北マケドニア大使、元在メルボルン総領事〉

顧 問 筒　井　義　信 〈日本経済団体連合会会長〉

綿　貫　民　輔 〈前アジア福祉教育財団理事長、元衆議院議長〉
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